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演劇/ワー クショップと
｢おおやけに身をさらすこと｣についての考察
小 林 久 夫
■ 三つの現場から
千葉大学で演劇のワークショップを行うようになって3年目になる｡そこで私は､理論
的理解とは別に､身体の実践を通した知的営為の構築を目指し講座を運営してきた｡そこ
では､学生やワークショップ参加者の持っているさまざまな問題が､演劇ワークを通して
さまざまに乱反射され､そのつど異なったカタチとして現れてきた｡フリー スクールの生
徒の身体､学生の身体､教員の身体など､それぞれが持つそれぞれの身体なりは､微妙に
それぞれの特徴を示しながら､同じワークを行ってもまったく違ったカタチとなって現れ
てきた｡理論や解釈では割り切れないおもしろさがそこにはあった｡
2002年､演劇を通して私は､刺激的な3つの現場をもった｡ 1つはフリー スクール
彩星学舎の演劇公演｡ 1つは千葉大学の演習科目と地域活動 ｢土曜ひろば｣-の参加｡そ
して､最後に埼玉大学社会主事講習､演習Ⅲ ｢演劇ワークショップ｣参加である｡
そこで私は､恒常的にワークショップを行うということとは別に､舞台を創る､あるい
は､舞台に立つということ､ステージ発表の場ということについて､あれこれ考えた｡そ
れは､私的 (プライベー トな)空間と､公的 (パブリックな)空間について､考えること
と同義となった｡
■ フリー スクール彩星学舎｢た おヾ日さまの光ばかり｣
特定非営利活動法人彩星学舎は､埼玉県さいたま市にあるフリースクール｡2002年､
8月25日 (日)彩星学舎特設劇場において､宮沢賢治原作 ｢ざしき童子のはなし｣をベ
ースにした朗読劇､｢た おヾ日さまの光ばかり｣が上演された｡上演時間は約 1時間｡キャ
ストは､彩星学舎生徒 ･スタッフ ･アシスタント､総勢30名､制作スタッフ約40名､
観客動員約200名｡私は彩星学舎設立当初より､生徒たちを対象に恒常的に演劇ワーク
ショップを行ってきた｡演劇公演も彩星学舎では過去に5回行われており､設立当初から
の恒例イベントになっている｡今回の公演で私は構成演出を担当した｡
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● 露悪的な振る舞いの中で居場所を確立した人たち
フリー スクールの生徒たちは一様に自分に対して自信がない｡何かが出来ないことで馬
鹿にされたり､仲間はずれにされた経験が多い｡｢どうせ俺にはできないから｣と簡単にあ
きらめてしまう子はまだいいほうで､無気力だったり無関心だったりする場合もある｡あ
るいは､相手の気を引きたいための嘘を平気でつく子もいたり､幸運にも数人の集団を形
成することに成功したグループは､｢何か言いたいことがあるわけ｣と､他人に対して攻撃
性が強かったりする｡人から肯定的に評価されることで居場所を獲得した経験が圧倒的に
少ない彼ら彼女らは､露悪的に振る舞うことでその居場所を確保していた｡
フリー スクールで演劇を行うとき､私は2本の柱を真ん中に据えている｡1つは､｢恒常
的で緩やかな人間関係の構築を目指す｣という柱｡もう1つは､｢一期一会の場にむけたス
テージ創り｣という柱｡他人を介した個人の身体性の獲得や､他者との信頼感や安心感を､
時間をかけて緩やかに恒常的に行う ｢集団のウオーミングアップ｣という柱と､しかしそ
の先に､自分たちがこしらえてきたモノ･コトの評価を得る場所を､｢圧倒的な他者の前に
自らをさらすこと｣で確保する､という柱｡2つの柱が交互にバランスよく行われたとき､
人は予想以上のはじけ方をする｡特に､見ず知らずの人の前で自分たちが今まで創ってき
た何ごとか (作品の上演など)を発表し､観客から肯定的な評価を受けたときの彼ら彼女
らのはじけようは､本当にすごい｡
0くんという生徒がいた｡彼はいろんなことを結構器用にこなすのだが､自分のイメー
ジと違うのか､自分が経験した事柄をことさらに大きくいう癖があった｡自分に注目して
もらいたいためか､しかし､ときにはそれも度を超え､彼の発言がいわゆる ｢嘘｣にしか
きこえなくなってしまうようなことも､しばしばあった｡正統的にきちんと評価されてこ
なかったんだろう､と思った｡彼の過去と関わるのではなく､彼の今ときちんと向き合お
う｡.そう思った｡私は彼はダジャレが好きなのをいいことに､今公演 ｢た おヾ日さまの光
ばかり｣のはじめと終わりに､しょうもないダジャレを入れることにした｡そして彼にそ
の大役 (?)をお願いした｡断られるかなという危懐とはうらはらに､彼はその役割を予
想以上に張り切っている様子で引き受けてくれた｡試みは成功した｡つまらないダジャレ
は､それでも客席の笑いを大きく取ることに成功した｡彼はまわりから､今ある彼を正統
的に評価される機会を得た｡わざわざことさらに大きく言わなくても､他人からその程度
のことで肯定的に評価されるという経験を得ることに成功した｡彼は公演後､徐々にだが
変わりつつある｡怒って暴れていた印象の強い彼も､最近､やたら笑顔が目につくように
なってきた｡
■ ひとつの終わりに向かって､その場を新しく組みかえる
きちんとステージを創ること｡この2つ目の柱をないがしろにして､集団づくりのワー
クばかりに夢中になっていると､足元をすくわれる結果となるO｢仲よしこよし｣的な状態
ばかりが目につくようになってくれば､かなり注意が必要だ｡気がつけばそこには､仲よ
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しこよしという ｢軟らかい殻｣を持った集団がいくつかできあがり､その集団自体は徐々
に排他的になっていく｡そこに他者が入り込む余地はなく､内部はどこまでいっても自他
があいまいで､ダラダラッとしただらしないプライベー ト空間が､その集団の周辺に延々
と広がりはじめる｡そうした事態は､フリー スクール的には､非常にうれしくない｡パブ
リックな空間-の第1歩として､せっかく ｢家｣というプライベー トな空間から出られる
ようになった彼ら彼女らにとって､フリー スクールが別のプライベー ト空間を肩代わりし
てしまったのでは､全くもって元も子もない｡
｢仲よくなる｣のではなく､｢自分の仕事 (ワーク)は何なのかを明確にし､正確に仕事
をこなすように｣お膳立てすること｡そうすると､1+1が3にも4にもなる舞台が出来
あがる｡30-40人の人間が1度に仲よくなることは､難しい｡イベント-の関わりに
個人的な温度差がある｡時間的にも朝早かったり､夕方以降調子が良かったり､短期集中
型だったり､フルタイムフル稼働だったり､また､空間的にも､イベントの周辺部から中
心に向かって棲み分けられたりもしている｡遅れてきたり丸1日まったく来ない生徒がい
ることに対して､しかし､それでもなんとか来た時に役割や仕事を見つけ､気がつけば多
くの人間がそろって本番を迎えることができているという事態に､参加していた学校の先
生はかなり驚いていたようだった｡が､どんな場合にも時間的､空間的､人間関係的にそ
の場を構造化し､関わりの温度差を考慮にいれつつ徐々にそのつどの役割を見つけなおし
ていかなくては､場を構成している私が足元をみられることになる｡
Kさんはあまり彩星学舎の活動には積極的に関わろうとはせず､アウトロー的な存在だ
った｡演劇公演も ｢絶対に舞台にはでない｡裏方でならいいよ｣とかたくなに言張ってい
た｡そんな彼女も友人が舞台参加を決めると､自分もちょっと､なにかできないかと相談
をもちかけてきた｡チャンスとばかりに ｢では､朗読はどう?｣と誘い掛けると､｢それだ
けは､絶対にいや｣という｡｢じゃあ､ピンクレディーを歌うというのは? 衣装もしっか
りつけて｡｣というと､まんざらでもなさそう｡考える間もなく選曲し､衣装作成にとりか
かる｡結局､彼女は舞台に立っていた｡ ド派手な衣装でピンクレディーの ｢モンスター｣
を歌いながら｡
｢--･そういう形でなら｣という､自分に対しても新しいチャレンジになりうるようなこ
とを用意できれば､彼ら彼女らは､驚くほどしっかりとその役割を果たそうとする｡舞台
上演の日という終わりに向かうとき､人は意外に今まで自分が演じていた役割を捨て､新
しい仕事を受け入れることができるのかもしれない､と最近思うようになってきた｡終わ
りが見えているという気楽さが､新しい役割をすんなり受け入れさせていくのに有効に働
くのかもしれない､と考えるようになってきた｡
● 千葉大学文学部演習｢日本文化調査演習b｣
千葉大学で学生相手に､2001年から2003年にかけ､それぞれ半期ずつ講座をも
った｡当初私はこの講座を､｢日本文化｣を考える上でアウトサイ ド的な事柄 (教育システ
ムの周縁､フリー スクールという場所や､大学生にとっての身体など)から､体験を通し
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てアプローチを試みようという講座として構想していた｡しかし､1年目の半期は大学生
だけの集団がすぐに内部を形成してしまい､均質なコミュニケーションがそこに流通して
しまうというあまり好ましくない結果を招いてしまった｡2年目の半期､前年の反省をい
かし外部とのコラボレー ションを積極的に取り入れた｡千葉大近郊の団地で異世代交流空
間作りを横棒する ｢土曜ひろば｣メンバーの参加に加え､フリー スクールの生徒も数人が
毎回参加した｡これだけでも異世代､異年齢､不登校という異文化交流で､すっかり緊張
しはじめた学生たちだったが､さらに6月､彼らにとって決定的となるイベント-の参加
が待っていた｡｢土曜ひろば｣-の参加｡待っていたのは､100名を超す小学生の集団だ
った｡
■ ｢なかよし｣であることへの強迫観念と消費されるワーク
千葉大学文学部で半期､フリー スクールで行われているワークとほぼ同じようなかたち
を実践してみたが､どうもうまくいかない｡
違いは何なのか｡彩星学舎の生徒たちは､対人関係でトラブルをかかえている子が多い｡
彩星学舎で身体ワークを恒常的に行っていると､身体を通して仲よくなるということがど
ういうことかだんだんにわかってくるらしく､対人関係での緊張感が次第に和らいでいく
のがわかる｡それに対して､千葉大学の学生たちは､となり近所の人とすぐにでも親しい
関係を築くことができ､あっという間に ｢仲よしこよし｣的な空間を形づくることができ
る｡本来ならば､苦しかったり､しんどかったり､緊張を要したりするワークだったもの
が､｢わーっ｣という勢いとともに､いとも簡単に消費されていってしまう｡
消費される演劇ワーク｡仲よくなるということが､身体の深いところから共有されてい
るのではない分､よけいそれはしんどそうに見える｡
■ 圧倒的な他者(100人の子どもたち)の前で
圧倒的な他者｡大学生たちにとって､そうとしか形容できない集団がそこ ｢土曜ひろば｣
にはあった｡敵は小学生100人｡とにかく正直｡恐ろしいほどの正直さ加減｡つまらな
いと判断したら､即行動に移る｡お喋りはする､席はたつ､隣の子とじゃれあいはじめる｡
よそ見はする､あくびする､うたた寝までする｡しまいには友だちを連れ立って帰ってし
まう始末oこちらの意図だとか､思いだとか文脈だとか､そういったものは､一切おかま
いなし｡もうやりたい放題｡しかし､彼らが ｢面白い｣と判断したもの-の食いつきは､
逆に半端じゃなくすごい｡対象を食い入るように見つめ､一字一句聞きもらさない｡
参加した学生の感想｡｢学生同士でやるとやはりどこか､相手は私のことを拒否したり､
強く非難したりはしないだろう､という気持ちがあって､甘えている部分があった｡今回､
やっとそれを実感できたO｣｢私の一挙一動にリアルタイムで反応が返ってくる.その反応
に対して私はさらに反応していた｡『見る一見られる』という関係がこういうことであると
いうことがリアルにわかった瞬間だった｡｣｢いっも自分自身にプレッシャーをかけていた
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ような気がする｡(土曜ひろばでは)余計なプレッシャーがなかった｡それで素直に自分の
身体に向き合うことができたのではないかと思う｡｣
大学生たちは健闘した｡大きな声で､真っ直ぐに自分たちの出し物を演じていた｡仮面
をかぶって ｢ストップ&ゴー｣｡ちょっとずつ動く仮面で子供たちの興味を引きつけ､風船
を用いた参加人形劇､怪しげな紙芝居､大げさコント､音を楽しむ速読朗読劇､合い間あ
いまに､お互いが知り合うことのできるゲームをいくつか挿入しながら､一時間半という
時間を､どうにかこうにか乗り切った｡｢普段とは違う場で自分たちのからだが変化したの
だと思う｡だから本番では､素直にからだ全体で自分をさらけ出せばいいんだ､と思えた｡
それは怖いことでもあるが､自分をさらけ出し､働きかけ､その結果反応が返ってくるこ
とは､とてつもなく快感であるということもわからたO｣
｢よいこ｣｢なかよし｣を演じるために大学生が要している労力は､半端ではないのだと
感じた｡仮面をつけて小学生の前に立ったとき､多くの学生が自分が演じてきた役割から
解放され､リアルタイムでその場の関係を楽しむことができたと感想を書き残しているこ
とからも､自分-のプレッシャーの大きさと､そしてそこから解放されたときの胸おどる
喜びの大きさがうかがえた｡
■ 埼玉大学社会教育主事講習演習｢演劇ワークショップ｣
2002年7月｡フリー スクール彩星学舎の生徒､スタッフ､アシスタント､約20名
は､埼玉大学内にある大学会館にいた｡社会教育主事の資格取得を目指す30代から50
代の小中学校の教員 12名と､指導教員1名､学部生1名とともに｡同じく社会教育主事
の資格取得を目的に集まった教員100名が観客として見つめる､その舞台の上に｡
社会教育主事講習の演習科目に ｢演劇｣というコースがあり､フリー スクールの生徒さ
んも ｢一緒にどうですか｣と誘われての参加だった｡｢恒常的なワークショップ｣という柱
とは別に､｢自分たちを他人の眼にさらすこと｣をもう一方の柱としていた私は､よろこん
でフリー スクールの生徒たちと ｢演習｣-の参加を決めた｡参加にあたって私は1つだけ
お願いをした｡｢最終日､最終的にステージ発表を行いたいのですが｡できればたくさんの
人の前で｡｣希望は実現した｡しかも ｢100人の現役教員が見守る舞台｣という願っても
ない形で｡
雷 イメー ジが形作るもの
芝居作りのワークのなかで､｢ストップモーション劇場｣というワークを行った｡公共の
場所に対するイメージを､1枚の絵葉書のようにストップモーションでつくる､といった
ワークだった｡しかし､観客が共有できるようなイメージは､意外に陳腐で非常に驚いた｡
わかりやすくしようとすればするほど､笑いを誘う対象にしかならなかった｡｢フリー スク
ールの生徒とどう按すればいいのですか｣という､はじめのころの教員の方々の感想もま
た､自分が持っている ｢フリー スクール｣という陳腐なイメージから出た発言だった｡｢不
- 150-
〈6〉
登校は悪いという固定観念があった｡｣｢私たち教師は､自分が作った理想の児童像 ･生徒
像の枠の中にいかに多くの子どもたちを入れようとしていることか｡｣
身体ワークを重ねるうちに､そうした問題はいったんは解消されていくのだったが､今
度は､身体を通すことでだんだんと出来てきた ｢なかよし｣というイメージから､逆に教
員の方々は抜け出せなくなってしまった｡イメージを揺さぶる新鮮な驚きも､日常の中に
風化していくには､それほど時間はかからないらしい｡
■ 対象に正対する
本番前､最後の30分｡それは､｢仲よしこよし｣の殻を超えて､この上演作品を作品と
して成立させるための､最後の詰めの作業だった｡男性教員が多い中で1人､恥ずかしさ
を抱えつつ自分はどうしたものか､と達巡している女性教員がいた｡本番まではあと30
分を切っている｡時間はない｡｢すみません｡誰を対象に歌っていますか､その歌｡自分の
自意識に歌いかけるようなことは､やめてくださいO誰でもいいですO誰かにo対象が不
明確ならば､ここにいる私に向かって､しっかりと歌いかけてください｡｣語気は強く､し
かし､そんなことを気にしている余裕もこちらにはないほど､事は切迫していた｡自分に
意識が向いているときの､例えば､｢かっこよく見えているだろうか｣であるとか､｢きれ
いに上手にうたえているだろうか｣であるとか､｢恥をかいていないだろうか｣といった｢自
分-の思い｣だけが､そこにはあった｡｢他者-のまなざし｣は､そこにない｡自分の内側
に向かった､自分-のモヤモヤした感じが､いやらしいほど鼻についた｡｢外側に声を出し
てください｡そこにいる､その真ん中の人に向かって｡--しっかり､その人に向かって､
働きかけてください｡｣それは､その女性教員 1人に向けられたことばであると同時に､ま
わりにいる出演者全員に向けられたことばでもあった｡
｢仲よしこよし｣を別の角度から踏み込み､シェイプして ｢舞台出演者｣に仕立て上げ
ること｡萎縮せずにアクションをしっかり押し出すことができる集団を形成すること｡外
側 (-対象)を強く意識するようにしむけていくこと｡｢自分に｣ではなく､そのさきにい
る ｢誰かに｣という意識を常に忘れない｡そうやって発せられた舞台表現は､技術的に拙
いものであっても､意外と観る者たちに届く｡観客の感想｡｢とにかく､最初から最後まで
ずっと圧倒されっぱなしでしたO話の内容はわかりませんでしたけれど､皆さんの声やか
らだから､パワーというか､何と表現すればいいのかよくわからないものを強く感じまし
た｡強くぶつかってきた感じです｡｣観客はそんなに馬鹿じゃない｡
｢舞台に終わりがある｣と了解されると､多少強引に相手の領域に踏み込んでいっても､
何の問題もなくなる瞬間が､稽古段階で必ずやってくる.そこでは空気が一気に緊張し､
他者との距離を詰めていく絶好の機会が訪れる｡
■ 私的(プライベート)空間と公的(パブリック)空間
｢仲よしこよし｣的な集団は､異質な人間がゴチャゴチヤツと集まったパブリックスペ
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-スでは､かなり萎縮する｡内側を向き､ゴニヨゴニヨと内側だけに届く声でしゃべるか､
あるいはその逆に､仲よしグループの外側にいる人たちに対して威嚇的な態度をとる｡い
ずれも､おおやけに自分たちをどのように提示していいかわからず､とりあえず自分たち
が普段振る舞っているそのスタイルに照らし､そう振る舞っているだけなのだが､その姿
は､彼ら彼女らが置かれている状況に対して､いずれも醜い｡
私が一番気にすることは､多分､そうした醜さをいかに解消し舞台を立ち上げることが
できるか､ということだろう｡本来パブリックであるはずの空間に､なしくずし的にダラ
ダラッとプライベー トな空間が流れ込んでくるという事態は､なんとしても避けたいと思
っている｡恒常的に行っている集団作りのための身体ワークだけで､そのことが解消され
るかというと､どうもあまりうまくない｡かといってそうした下準備もなく､いきなり｢×
×発表会｣など､パブリックな空間だけを用意すればそれでうまくいくのかというと､ま
たそれもうまくない｡｢他者に対して自分 (自分たち)を開いていける緩やかな集団｣から
｢自分 (自分たち)の行為を他者の前にさらし､その評価を正面から受け止められる集団｣
に距離を詰めていく作業が､どうしても必要になってくる｡
{ おおやけの空間に己の身をさらすこと
恒常的に関係を築き､ステージにむけて一気に緊張を高めること｡
あるオリンピックの金メダリストが､教育番組で子供たちにこんなことをいっていた｡
｢ぼくはオリンピックで､金メダル確実といわれていて､実際調子もよかったし､いけると
前日までは思っていた｡でも､当日になると40度近い熱が出て､競技にでられるかどう
かもあやしい状態になってしまった｡普段とちがうココロの状態で､カラダが敏感に反応
してしまったんだと思う｡そのとき､ああ､これも自分なんだ､と思った｡そして､逆に､
普通じやない状態にいるから､もしかしたら､いつも以上にもっとすごいことができるか
もしれない､とそう思うようにもなった｡で､実際金メダルをとったんだけど､そのとき
のドキドキする気持ち､ワクワクする気持ち､熱が出てしまったカラダの状態､全部含め
て､そういうものがあったからこそいままで1番の､最高の演技ができたんじゃないかと､
今では思っている｡だから､みんなにも普段と同じじゃない中で､ドキドキワクワクする
気持ちを楽しんで欲しいし､そのとき自分がどんなことができるのか､挑戦してほしい｡｣
緊張すること｡緊張する状態に自らをさらすこと｡周りにいるよく見知った人の前では
役割も固定され､何をするにも ｢やっぱり○○だからすごい｣とか､｢△△だからしょうが
ないよ｣と片付けられてしまし､真綿で首を絞められるような息苦しさの毎日から､もし
かしたら自由になれる瞬間｡そんな､まさしく自分が変わるかもしれない状況に自分を置
いてみる｡ある学生の感想｡｢学外のイベントに参加すること-の責任感は強い反面､自意
識は取り外し易かった｡それは､初対面の相手との間には当然了解事項が少なく､『今まで
自分が演じてきた自己イメージ』との差をあまり意識せずにすむからであり､--･｣｡
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■ 足場を固めて打って出る
おおやけの場に身をさらすため､作品として舞台を仕上げる｡終わりが決まっている｡
終わりに向かって､さまざまなことが1つになっていく｡すべての終わりに舞台上演が､
どんなカタチであれ約束されている｡そこには､ある種の緊張感がある｡消費されるワー
クを超えて､踏み込んだ関係の構築が最後のこの短期間に行われる｡そして舞台には､い
ままで自分が演じてきた役割のプレッシャーからときはなたれる解放感があり､いままで
の自分が変わっていく､あるいはいままでの自分を超えていく可能性が､そこにはある｡
いつもどおりの普段と､のっぴきならない切羽詰ったR舜間oその往還運動O関係を作り
つつ､でも､あ引舜間その全てをいったんチャラにして､そしてまた1から新しい関係づ
くりを模索する｡積んでは崩す積み木崩しのように､自分の足場をしっかり固めて､とに
かく1歩前に出る｡打って出た先は勝つも負けるも運次第｡負けたら負けたでまたはじめ
から｡そうやって常に自分に新鮮さを保ち続けていく｡そうした新鮮さを常に失わないよ
うにし続けていくことが､自分をひとまわり大きくさせていくコツなのではないだろうか｡
フリー スクール彩星学舎の生徒たちは､長い人でもう5年近くもそんなことを繰り返し
てきた｡｢フリー スクールの生徒っていうイメージとだいぶ違いますね｡みんな明るいし､
元気がいい｡｣はじめて彩星学舎を訪れる人々に､必ずといっていいほどそんな感想をもら
えるのも､なんとなくうなずける気がする｡
(参考資料)
千葉大学文学部 ｢日本文化調査演習a-b｣ ワークショップレポート
｢日本文化調査演習｣では､演劇ワー クショップという実際の ｢体験｣を通して､｢コミュニケ
ーションJの問題や r身体Jの問題､｢緊張一弛緩｣､｢見る一見られる｣､｢演技と役割｣といっ
た問題を考え､それを記述し他人と比較することでさらに自己の問題意識を浮き彫りにしていく
という作業を行なってきた｡
匝垂 直]
日本文化調査演習b 身体の緊張 ･声のカタチ
■ 講座前半のまとめ
第1回 レクチャー ･フリー スクールと演劇
･じゃんけん肩もみ
(じゃんけんの勝者が肩をもんでもらう)
第2回 緊張に気づく ･じゃんけん肩もみ
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(肩-→うで-→手のひら一頭･-背中-ねにょろ一手の緊張)
※ ねにょろ-竹内敏晴のワークショップによく登場する寝
転がった状態でのからだほぐし｡身体をゆる
やかに揺することで､徐々に緊張状態をとき
ほぐしていく
･背中合わせ
(背中あわせで座り､相手に身体をあずけ､合図なしで二人同時
に立ち上がる)
第3回 他者との距離 ･アイコンタクト
(スタンディングオベーション､アイコンタクトゲーム)
第4回 語りの身体
第5回 声の物質性
･ゴールデンウイークのすごし方を語る
(身体､姿勢､視線､声の方向､話の内容などに注意)
･ゲーム､ガッチャン (身体のウオーミングアップ)
･声のカタチ/3人バージョン
(二人が向かい合い､向かい合ったちょうど真申で声がぴったり
ぶつかるように二人同時に声を出す｡声がぶつかる真下でも
う一人がその様子を聴く｡色､カタチ､方向､温度､硬度､
快不快､イメージされる映像など)
･声のカタチ/円形バージョン
(円形になり､円の中心にむかって､指定されたイメージにそっ
て声を出す｡そのとき円の中の人はそれを聴く)
第1回から第5回にかけて､①自分の身体にある緊張に気づく､②自分の声に気づく､③呼吸
をあわせて一つことを他人となす､の3点について主に扱った.
①について
｢じゃんけん肩もみ｣から ｢ねにょろ｣､｢手の緊張｣では､意識により微妙に力が入ってしま
うということが､自分の身体を通して実際にわかったのではないかと思う｡特に男女間での手の
取り合い､異年齢の触れ合い､｢力を抜いて｣などの声かけで､力を抜こうとすればするほど､
かえってそこに力が入ってしまうという身体の逆説 (パラドクス)に､はっきり気づくことがで
きたのではないか｡
自律神経を鍛えるため､リラックスさせたい身体の部位に思い切り力を入れ､そこから一気に
力を抜くという訓練方法がある｡甲子園のマウンドにはじめて立った投手がその初球に大暴投し
て､そのあとすっかり緊張がとれパーフェクトピッチングしてみたり､人前で思い切って大きな
声を出したあと､意外にすっきりして落ち着いたりするのも､案外そのような作用が働いたため
ではないだろうか｡
②について
カタチがあり､色があり､方向性もあって､暖かかったり､冷たかったり､柔かかったり､心
地よかったり､不愉快だったり､山やお寺や岩などがイメージされたり､とどいていたり､とど
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かなかったりと､｢声｣にはすでにそれを発する人にイメージが内包されている｡自分の声は何
色で､強さ硬さはどの程度で､どっちの方向に向かっていて､どのようなイメージを相手に想起
させてしまうのか｡また､声にカタチ (方向性)があるのならば､それを発する顔 (主に目､視
蘇)の向き､もしくは僻の向きが､相手に向かってキチンと正対しているのかどうかで､伝わる
内容や情報の量自体も変わってしまう｡
』 第3回の内容に関するレポー ト
今年度の授業が始まり､考えたこと､気がついたこと
昨年度から連続して履修している学生より､今年度から履修した学生の方が､身体に緊張があ
る､ということを感じた｡新しい人間関係-の緊張もその理由からであろうが､やはり､体験と
して ｢緊張をとる｣ことを知っていないからだと思う｡人によってそれぞれ体や感覚が異なる､
ということ-の再認識にもなった｡
自分自身の感覚として､昨年の9月頃よりは少しは緊張を意識的に除くことができるようにな
ってきたと思う｡しかし､日常生活の中で､全く違う人と､全く違う場所において､同じように
意識的に緊張をとる､ということができるかどうかは疑わしい｡自分の緊張､ゆるみに対し､自
覚を持った上でコントロールが効くようにできるようになりたい｡
はっきりいってリラックスしました｡普通人にマッサージしてもらうことがないので､とって
もとっても気持ちが良かったです｡知らない人と肌と肌 (服を着てはいますが･--)を触れ合わ
せるといういきなりの展開(演劇wsなのですから当然なのですが)戸惑いを感じてしまった私｡
そしてすぐに慣れたしまった私｡目を合わせるのが､あるいは､目を合わせているというシグナ
ルを送るのが､実は得意な私｡色々な私の発見がありました｡
毎日同じ繰り返しの中では出会わなそうな人たちと遊んであっという間に時間が過ぎた､とい
うカンジの1時間余りでした｡(目を合わせるゲームのとき､高校生のときに流行っていた ｢ウ
インクキラー｣というゲームを思い出しました｡)
背中合わせで押し合ったり､立ち上がったりするのは､小学生のとき習っていた剣道教室でも
よくやっていた｡剣道も腰から下の安定､動きが最も重要なので､この授業でも意外と伝統的な】
武道と通じるものがあるのかな､と思った｡けっこう裸足でいることが多いので背中で押すのは
いけるかなと思っていたが､全然だめだった｡大学に入って運動もとくにしていなかったので､
下半身が相当おとろえていたし､足の指の力も減っていた｡｢身体は水である｣ということを繰
り返し言われて､身体を揺すったりしていたが､この身体が水のようにイメージする｣ことも剣
道で言われていた｡剣道のかまえの時､全身の力は抜き､頭のてっぺんからぶら下がっている感
じで腰を安定させてかまえろ､と言われた｡この時中心はあくまでも腰にあって､動いてはいけ
ないがつねにすぐ動けるように､腰を中心として､頭からぶら下がっている水の身体をイメージ
するように､と言われた｡うまく説明できないが｡
まず､力を抜くという行為 (?)がいかに難しいか､ということ｡自分は演劇を多少やってい
早 (決して現在進行形ではないが)ので､いつもこのことに悩まされるO特に､自分は猫背なの
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で､姿勢を維持するのに､ある程度意識を向けなければならない｡しかし､体に力が入っていて
は､声も出ないし､動きもきれいなものにならない｡今回､またもそのことを自覚しなおした｡
次に他人に触れるという行為が思いの外､簡単だったということ｡自分は元来引っ込み思案な
ところがあるので､もう少し戸惑うかと思ったら､すんなりと触れた｡要は意志の問題である｡
しかし､同時に､他人に触れることで､他人と ｢息を合わせる｣ことがどれほどむずかしいかと
いうことも再認識された｡これは背中合わせで文字通り､息を合わせて立つときにも､あるいは､
目を合わせるときにも感じられた｡相手の行動､目線をつぶさに観察 (見るだけでなく､聴く､
触覚で感じる)して､それに対応して､これらの動作を変える｡そしてまた､相手を観察し､フ
ィー ドバックすることが必要だろう｡
これら2点に共通して言えることは､意識の分散の重要性である｡1度に複数の情報を処理す
ることの難しさである｡例えば演劇では､もっとも重要なことである｡台詞をまくしたてつつ､
動く｡それだけのことができないから､芝居は難しいのである､と感じた｡また､情報処理とい
う点で言えば､認知心理学という分野にも通ずるところがあり､これを専門とする自分にとって
はたい-ん興味深い｡
大学に入ってから､ワークショップ型の授業に初めて参加したのですが､面白かったです｡自
分の身体ですら上手く動かせないのに､他の人の身体はもっと難しかったです｡人間の身体を目
の前の空間に存在するひとつの物体として捉えることが初めての経験なので､もっとやってみた
いと思いました｡
目を合わせることが､意外にもむずかしいのだと知りました｡人間の身体をモノのように扱う
のは初めてだったのし､実際に人間の身体はモノなのだと思いました0
背中あわせについて､私がペアになったのは今回から履修された方でしたが､はっきり言って
やりにくかったです｡相手の背中が猫背になっていて､いくらぴったりくっつけようとしても､
どこかすき間があいているような気がして､｢せ-の｣という感じで立ち上がっても､立った瞬
間によろけてしまうことが､度々ありました｡この前の回の人は､全体重をのっけてくれたので､
私は支えるのに一生懸命でした｡背中はくっついているのですが､｢人｣という字を構成してい
るような気がしました｡
記憶は生なものなので強烈なものを記します｡
･2人背中で立ち上がる運動･--相手をつぶしてしまうような気がして遠慮してしまう｡しかし
よく考えるとむしろ逆で､つぶしてしまうくらいがよいと思われた.
･背はたき運動---痛いくらいやるとなってその通りしたら夢中になって悲鳴を出させてしまっ
た｡反省している｡手も痛くペンももてなかった｡
･前に出て話して目の合図--正式名称はわからなかったが､アイコンタクトをとるというのは
他の行為と同時にするのは困難であった｡
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I■ 第4回の内容に関するレポート
最初､視線の方向について何の指示もなかった時は､話す方に気を取られているのか､
下を向いていたり､天井のあたりで視線がさまよっている人が多かったように思う｡そういう状
態だと､あまり ｢聞かねばならない感じ｣がしなかった｡しかし､視線合わせゲームが取り入れ
られてからは､聞いている方が話しに集中しやすい雰囲気になったように思う｡｢いつ視線が合
うか｣とみがまえているせいもあるが､やはり視線が合って ｢私に言っているのだな｣と思える
方が､圧倒的に興味が続く｡芝居をやる時､演出が ｢観客を置いていかないように､客の目を見
て話せ｣と言うのの効果がよくわかった｡
逆に考えれば､自分もアドリブで話さなければならない時､上とか下とか見ないで､聴衆に視
線を合わせていれば､多少内容に問題ありでも聞いてもらえてしまうのではないかと思った｡演
習でも使えるかもしれない｡
何故2度喋った人の話をしているときの雰囲気が変わったか
･人の目を見ながら話している (小林さんの指示により)
･(人の目を見ているので)顔が上がらない｡下がらない｡
･人の日から人の日への視線を移すときに合わせて､リズミカルに体が動く｡
･言葉に切れ目がない｡(話している内容の量が多めだっただけでなく､文と文のあいだの間が
よいカンジで長くない｡)
外見がもたらした印象の変化
･顔の高さで視線が安定したので､声がよく通る｡
･何となく話し方にリズム､抑揚がある｡ - ひきつけられる｡
･目が合うことで､何となく説得力が増した気がする｡
｢目を合わせて合えば坐る｣｢話しながら目を合わせていく｣たったこれだけのことを意識し
ただけで､内容もろくでもない話でも十分聞き込んでしまうことに､2週間分受講して感動した｡
そして､今回､全員坐ったと思って ｢安心して｣その意識を止めてしまった人がいたが､もしそ
れが坐ったあとも継続してできていたならばどうなるのだろかと次回に向けて少し野心がでて
きている｡このことは多くの事に転用できそうであるとも思っている｡授業方式を考えるならば
塾許､教育実習､教員､さらにはゼミ発表もこれを応用できるだろう｡ちょっとした説明にもず
いぶんと役立つはずとも思う｡
何故､1回目と2回目で話の聞こえ方が違ったのか
--視線の使い方によるのだと思う02回目の話を聞いた時は､1回目に比べて ｢語りかけら
れている｣という実感が持てたように思える｡3人ほど話の印象が深く残った人がいたが､何と
なく視線の強さとか､顔の向きが関係していたのではないかと思う｡あと､体の動き方､声の張
りだろうか｡私が一番よく話の内容を覚えているのは､ひとりの女性の話だが､彼女の声の大き
さ､張りによってまず注意をひきつけられたo次にちまきの失敗談で､よくジェスチャーをして
いたので､それが聞き手の頭の中にビジュアルのイメージを作る助けになっていたと思う｡あと､
話をする時に､ガッと掴むような視線を送られたので､それも印象を与える要素だった気がする｡
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1対大勢をとはいえ､｢話をする｣人間と ｢話をきく｣人間であることにはかわりないので､面
と面､目と目をあわせることによって､1対 1で話をしている状態に近づけるかもしれない｡
1回目は､話の内容が散漫であったのに対し､2回目の方が話の内容があったから｡また､2
回目の トー クの方が ｢思い出｣という､ある程度語り手の思い入れがあり､また､語り手の中で
の理解､ココが面白い､感動した､嫌だった､等があったため､そういったものを含む トー クに
なり､それが聞き手にも伝わったから｡
今回は､場所が変わったせいか､ワークの順番が変わったせいか､新しい方がいらしたせいか､
は分からないが､なかなか金魚体換 (ねにょろ)での緊張がとれなかった｡体の緊張がとれない
と､ああいったワークは変につかれてしまう｡
前回途中で早退したため､話すとき目を合わせるということをどうやってやればいいのか分か
りませんでした｡確かに､自分が話すとき､｢全員に伝えなくては !｣と思って､大きな声を出
した割には､｢皆に伝わっているのかな?｣と不安になり､1分でも喋り続けることが難しかっ
たです｡
逆に目を合わせて喋ることのできていた人は､｢今この人はちゃんと私に向かって話している
のかなJと感じられました｡目線が自分に合っていることもそうだけれど､顔がどこに向けられ
ているか､身体がただまっすぐ立っているだけでなく､身を乗り出すようにして､対象に向かっ
ているかなど､そういった仕草を見ていただけで､｢皆きっと前回こういう内容を学んだんだな｣
と感じることができました｡ちょっとうらやましかったです｡
早速バイ ト先でお客さんを案内するときに練習し始めましたが､知らない人と目を合わせるの
ははずかしくてまだうまくいきません｡精進せねば !
日本文化調査演習b 見る-見られる関係-
■ 講座後半のまとめ
第6回 イメージと身体 ･空想 ｢長縄跳び｣
･はないちもんめ､ス トップモーション
･ストップ&ゴー ･ストップモーション劇場
第7回 ｢仮面｣と私
第8回 他者との距離
第9回 幸町プログラム
第10回 幸町プログラム
第11回 土曜ひろば参加
第12回 新しい感覚
･仮面と野外 ･仮面とキャラクター
･ストップモーション劇場Ⅱ
･ジャンケン肩もみ
･背中で会話､背合わせ ･イエスマン､ノーマン
･作品作りと構成 (身体アクション､声の対象)
･作品作りと構成 (身体アクション､声の対象)
･見る一見られる関係､場の理論
･ブラインドウオーク
･｢上演の場｣の言語化
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第6回から第 11回は､幸町の ｢土曜ひろば｣に向けたプログラムとした｡全体では①上演の
場における､｢見る-見られる｣という関係､②新たな自分の可能性に気づく､ということを主
に扱ってきた｡
(丑について
｢見る一見られる｣という関係を考えたときに､身体が発している信号 (-｢止まっている｣､
あるいは ｢動いている｣､｢0｣か ｢1｣か)がいかにデジタルに伝えられているか､行為と言葉
の関係､呼吸をあわせることなど､身体を介して見えてくる人間関係のダイナミズムが､体験的
に分かっていけるようなワークを行なった｡｢土曜ひろば｣-の参加の中で学生たちが､異年齢､
異世代､異性､他地域の人たちに､｢ことば｣からのアクセスではなく､いやおうなしの身振り
や手振りで相手をもとめていくさまは､自分の限られたコミュニケーションを相対化してくれる
いいきっかけになったのではないかと思う｡
②について
｢内部でしか通用しないコミュニケーション｣の内実が､幸町の ｢土曜ひろば｣に実際に参加
したことで､かなりはっきりと分かったのではないか｡とくに100人の小学生の前というのは､
学生には結構こたえたようだ｡しかし､身内だけで完結してしまうような表現では､現実はいか
んともしがたいという事実に立ち会い､学生の側の顔が､声が､身体が､適度に緊張を示してい
ったこと､そして､その結果､いい感じで子供たちと関係が築けていったことなどは､今回特筆
に価するC
■ 第5回の内容に対するレポート
真ん中に立って四方八方から声を出されるワーク｡自分のまわりに東京タワーのような声のイ
メージができていったCみんなが声で倒そうとするときは､つらかった｡東京タワーが､切断さ
れたり､ゆがんだりするイメージ､やさしく触れるように声を出されたときすすきが風になびい
ているような感じがあった｡心地良かった｡
身体ほぐしのマッサージが今回は鬼ごっこだったことについて
･ 普段より他者を意織せずに楽しめた
マッサージには慣れていた気もするので鬼ごっこは新鮮でした
声の形､色について
･ 昨年よりもテレがなくやりやすかった
･ 女性同士のペアを聞いたとき､とてもきれいに調和していた
･ 男性､女性がまじったペアの声を聞いたときは僧とコーラス隊のイメージが浮かんだ
･ 全体でやったとき､最大音量の中で聞いたのだが､パシバシと砂､小石､が身体にあた
っているような気がした｡また､支えられている感じもした｡空気の振動として外的に
感じているのか､それとも内的に感じているのかは､疑問に思った
- 141-
く15〉
声に関するワークについて
今回､2人で向き合って声を出し､真ん中に誰かが入ってやるというワークのグループを､男
の子2人とやりました｡声量よりも､音のズレで､相手との声を合わせることが難しかったです｡
男女の声はこんなにも違うものなんだなと改めて思いました｡あと､全員で円になって､その中
心にいる人に声を出すというワークでは､私が最初の方に円の中に入ったからか､皆の声がバラ
バラで､聞いていてもあまり自分に対して何か言われているという気にはなりませんでした｡何
だか雑踏の中にいる感じがしました｡
背後塞オニ? をやったとき､うしろの人の足をふんでしまった｡たまたまくつをぬいではだ
しだったというのもあってかなり痛そうであった｡すまないことをした｡鬼が1人ならばコメン
トがあったように正対することで防げるが､2人のときはかなりそういうルールがきびしい｡2
人を同時に両手の延長上におく｡｢同時に｣がポイント｡そこそこふせげると思う｡しかしうご
きは異なって､円運動から横方向の運動を縦横して行なう｡必要があることが考えられる｡実に
厳しい.足もふんでしまう｡こう考えると直線といういよりも最青のオニとの一定距離とオニの
領域を想定していると逃げられるかもしれない｡もちろん単独行動をするオニの場合いであるが｡
一方オニは逆回転にえぐるように回ってゆけば囲い込まれた1組がうまれるはずです｡協力でき
るかどうかがかざである｡
声の屋根をつくる? をやった際に､2度目のとき､高音で女性の平音に合わせてみた｡色が
わかるといった発表者に女性が多いのはファッションナプルだからなのか｡私には色などなかっ
た｡白と言われてもどういうことかわからなかった｡聞いてみるとメタリック､無白系の白とい
うことだそうであった｡
ⅠさんやWさんの発表時間が短く感じられたことについて
Ⅰさんについては､彼女のほぼ真下の位置にいたので､よく解りませんでした｡と､いうこと
は､真下の位置では感じられない何か､があるのではないかと思いました｡Wさんのときは姿勢
もしっかりしていたように思うし落ち着いて､拳動がおかしかったり､不自然に目が泳いだりし
ていなかったので､すごく安定感がありました｡貫禄､というものかな､とも思いましたが｡
目を閉じて少し集中するだけで､普段聞いている声が､全く別の形で､心の中に侵入してきた
り､身体にぶつかってきたりすることが､とても新鮮でした｡1人1人の声の質が違って､与え
る感触も違うことがはっきり実感できた｡私自身の声についても､他の人に印象を開けたのが､
面白かったです｡円陣の中で､皆の声を聴けたこと｡私は接線の回だったのですが､声が空気を
震わせていること､波動であり､物体 (という表現がすんなりくる気がする)である､というこ
とを体感できました｡
今回の詐義を受けて､普段何気なく使っている声をモノとして意織できた｡私には風景や色の
イメージは思い浮かばなかったが､ぼんやりとした形を頭の中でとらえられたきがする｡3人で
組を作ったときは､両側から滝がゆるやかに落ちていくヴィジョンや紡錘刑と菱刑のまざったよ
うなヴィジョンが浮かんだ｡また､円の中心にいたときは､1回目と2回目では明らかに聞こえ
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た声の質が違っていたし､感じ方も違った私のときは接線をひくように声を出す回だったが､1
回目の時には ｢音に包まれている｣感じたが､2回目の時には ｢音が私の傍らを通り過ぎていく｣
と感じた｡これは､あらかじめ先生が指示を出す言葉を聞いていたから先入観のようなものが私
の頭の中に作られていたから､という理由も多少ある気もしないでもないが､そういう理由を除
いても､声の形は違っていたように思う｡できればまた声に関する事を他にも知って､自分の声
がどんなもので､どうすれば扱えるのか理解したい｡
■ 第6回の内容に関するレポー ト
ゴー､ス トップ､ジャンプ､クラップ
ゴーとストップ､ジャンプとクラップの入れ換えでは､ゴーとス トップの方が間違えやすかっ
た｡感想である人が指摘したように､｢ゴー｣という言葉と行く動作､｢ストップ｣という言葉と
止まる動作が､すでに意識とからだの両方に浸透している｡そのため入れかえることが難しいの
だと思う｡｢ジャンプ-手をたたく｣､｢クラップ-跳ぶ｣というように思い込むことはできても､
｢ゴー-止まる｣､｢ス トップ-進む｣と思い込むことはできなかった｡ジャンプ､クップでの間
違いも､もちろんあったのだが､それは入れ換えることができなかった｡というよりも､何をす
るのかわからなくなってしまった｡それで､｢ジャンプのときに止まる｣､というような間違いを
多くしたと思う｡入れ換えがうまくできなかったのなら､｢跳ぶ｣か ｢手をたたく｣のどちらか
をしているはずではないか｡
自分が何かをしているとき､誰かから声をかけられると､まず止まってしまう｡止まる必要は
なくても止まってしまうことが多い｡｢ゴー-進む｣､｢ストップ-止まる｣の条件でも､進んで
いる時にさらに ｢ゴー｣といわれると止まってしまった｡｢ゴー-止まる｣､｢ス トップ-進む｣
の条件でも､｢ゴー-止まる｣では止まることができたが､ス トップでもやはりとまってしまっ
た｡また､ジャンプやクラップでは､跳んだり､手をたたいたりする前に､一瞬止まってしまう
ことが多かった｡やはり何か言われると ｢止まらなきやいけない｣とういう意識がはたらいてい
るのだろう｡それがなぜかはよくわからないのだが｡
長縄跳びが楽しかった｡
ス トップモーションについて
このワークはいつも少しツライです｡自意識が強くて､キャラクターに成りきれないせいな
のか､ユーモアのセンスが欠けているせいなのか､自分ではそれくらいしか理由を思いつけない
のですが--0(そういった､アイタ､という感覚とは別に)自分の意図を体のみで表現する時
に､(仮面の時と同じく)自分が思う以上､意外なくらいに大きな振りが必要だ､と感じた｡想
像以上に体が自分の思い通りの形をとらず､もどかしさを覚えた｡
1 第7回の内容に関するレポー ト
仮面をつけての構内パレー ドについて感じたこと
仮面と自分の顔の大きさが合わない (当たり前 !)ため視界が普段と全くちがった｡そのせい
で､あらゆるものが見えにくい.足元が見えないのそろそろ歩かなければならないO時々､平均
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感覚がおかしくなってフラついた｡階段のぼりおりなど､たった2､3段の階段で､普段は何気
なくのぼりおりできているのに､ゆっくりと用心深く歩かなければならなかった｡普段､無意識
に､周囲をよく見て歩いたりしているのだなと思った｡
小学校のグラウンドに入ったときの′J､学生の反応はおもしろかった｡仮面の日の穴から中を見
ようと近づいてきたところを逆に急に顔を近づけておどかしたりしたCコワイと連発された｡自
分じゃない感覚 (じゃあなんだと言われると､よくわからないが)が､ちらちらした｡大学の構
内での人々の反応は遠くから｢何アレ?Jというのが多かった｡こっちは-ンな仮面をかぶって
いて､基本的に ｢見られる側｣だが､けっこう仮面のおかげで無遠慮に､見物している通りすが
りの人々も見ることができた｡
仮面をしている時の感想
まず､思っていたほど､恥ずかしくもなく､照れもなかったこと｡1人ではなくて､大勢で歩
いていたせいもあると思うが､それ以上に､仮面によって顔が隠れ､視界が狭くなっていること
が原因にあると考えられる｡仮面をつけると､顔がすっぽり隠れてしまう｡すると､周りから見
られても､誰だかわからなくなる.例え知っている人に会っても､わからないはずであるOつま
り､仮面によって 【自分】は消され､仮面をつけた別の人間がそこにいるのと同義である｡これ
は舞台にあがったときの状況に等しい｡また､視界が極端に狭くなることで､見られていること
がわからなくなる､ということもある｡逆に言えば､我々は普段意識せずに､人の目を気にして
いる､ということである｡これも興味深い｡
やはり､年齢の違う方は､考えることがちがっていて､とても新鮮だった｡特に､仮面をつけ
た時の視界の悪さを結びつける､ということはとても思いつかなかった｡なるほど､と思った｡
今回の授業は､仮面をつけて外を歩き回った｡私が選んだ仮面は､戦隊モノのヒーローのよう
なかっこいい仮面だった｡個人的には気にいっていたけれど､小学生にとってはあまり好まれる
キャラクターではなかったらしい｡｢何これ～?｣とか言ってバシバシたたかれたり､布はしを
持ってグルグルとまわられたりした｡仮面をつけて気にしたことは､足元に注意したことと､他
の人がいなくなっていないかということだった.心配性なのかもしれないが､キャラクターを作
り出すことことよりも､そっちに気をとられてしまった｡
あと､偶然にも友人に道端で会った時､最初普通に近づいて行ったにもかかわらず､｢何?｣
という感じで後ずさりして逃げられたが､仮面をはずしたとたん､安心して話し掛けてくれた｡
二人で歩いているとき､｢(仮面をしてない)私の方がはずかしい｣と友人に言われてしまった｡
素顔でいることは難しいんだなとおもったC
日常生活で､あれほど､仮面仮面した仮面をかぶって､よく知っている大学の中を歩き回るこ
とはないので､気持ちの面でとても新鮮でした｡強い表情の仮面ときは､強い気分になったり｡
仮面をかぶった異様な姿恥ずかしいものなのかもしれないけれど､それとは逆に､強くなった気
分になるように仮面であるから､といった安心感 (?)のようなものもありました｡日常生活で
知らず知らずかぶっている仮面が逆に外される､といった感触｡
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身休的な面でも､階段の昇り降りが出来なかったり､(風邪気味なのもあったけれど)呼吸が苦
しくて暑かったり､普段感じないような不便さがありました｡特に､階段は､ぼーっと考え事を
していても昇れるようなきがしていたけれど､それは間違いで､気づかないうちに､私の目は階
段を見たり､周囲を見渡していて､無意織に危険を回避する術を身につけている､ということを
実感しました.
仮面行列のついて
授業中でも意見が多く出ていたが､小学生と大学生以上では､｢得体の知れないもの｣に対す
る反応全く違うのが面白かった｡小学生は最初は遠巻きに見ていても､害がなさそうだと判断す
ると近寄ってきて､積極的に触ったりしてきたが､大学のキャンパス内での学生の反応は終始｢見
えないようにする｣というのが多かったように思う｡これは多分､小学生にとっては私達が ｢変
なモノ｣(人でないもの)として捉えられたのに対し､大学生には ｢変な格好をしているヒト｣
(異常な人間)という捉えかたをされていたためではないかと思う.これがもし､練り歩いてい
たのが私達ではなく､更に得体の知れない動物のようなものだったとしたら､大学生からも石を
投げてみたり､何らかのアクションがあったのではないだろうか｡半分､ヒトの形をしていた私
達だったから､反撃､反論される恐れがあること(つまり､手出ししたら怒られるんじゃないか､
という)を感じ､遠巻きにして見ていたのではないだろうか｡･--というのは穿ちすぎ (という
か勘違い)でしょうか?
もう一つ面白かったのが､見ている人達に対して､自分が返す行動の違いだった｡小学生に対
する時は､遠巻きに見ている時に手を振ってみたり､近寄ってきたら追い回してみたりと､こち
らからも大きなリアクションを返していた｡しかし､大学生の回では､ただ見られているだけだ
ったという事もあるが､ぜんぜん ｢じっと見る｣とか ｢変な歩き方をしてみる｣という位しかす
る気にならなかった｡これは､小学生の ｢何をするんだろうJという視線と､大学生の ｢何なん
だこいつら｣という視線の効果の違いだと思う｡｢異物､異常なもの｣として見られていると､
こちらもどんな風に動くべきか困った｡
仮面をつけて歩いた時に､感じたこと
大学の構内を歩いている時､自分が相手を見ているのに相手がなかなかこちらを向いてくれな
い･無視する ! と思ったが､そのうちに､私自身にとっての顔の正面と仮面の顔の正面が異な
っているせいではないか､と気がついた｡その後､｢仮面の正面｣を意識して顔を向けるように
すると､相手からの反応が得やすかったように思う｡日常ならば､｢目線｣や ｢顔のむき｣のよ
うな細かい仕草で伝わることが､仮面で覆われた時には伝わりにくく､むしろ仕草よりは身体全
体としての向き､方向性が重要になる､ということを感じた｡
昨年度のワークと今年度のワークの性質が少し違うのかな､と最近思います｡昨年度が ｢自分
の身体に気付く｣だとしたら､今年度は ｢自分の身休が他者とどう関係しているかに気付く｣の
方向に近いのかな･--､と勝手に思っています｡
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■ 第9回 ･10回の内容に関するレポー ト
｢土曜ひろば｣-の参加､｢とてつもなく不安｣な状態が ｢楽しみ｣になれるようにしたいと思
いますO面白いか否かに正直な子供たちにそっぽを向かれないよう､自己嫌悪に陥らないよう(こ
ちらは無理そうですが)=州｡下手なリー ダーシップを取ってしまうのも後で凹む一因なのです
が､いきなり変われるものでもないと思うので､うまく面白い流れを引き出せたら､と思ってい
ます｡それぞれの発表の間に挟むワークはとても楽しみです｡人前で仮面をかぶるって､少し快
感ですね｡
※ 幸町 ｢土曜ひろば｣参加の学生によるレポートは､学生の自分自身-の発見が顕著に表れ興
味深いものが多かったが､ここでは割愛する｡幸町での学生たちの様子は､冒頭の考察を参
照｡
匝 亘]
日本文化調査演習a ｢身体｣と ｢意識｣について
■ 講座前半のまとめ
第1回 緊張する ･自己紹介 (自分の持ち物が持ち主を紹介するという形式で)
第2回 ことばと緊張 ･部屋を歩く
･すれ違い (人の間をすり抜ける･人をよく見る･すれ違う相手
と同時に手を叩く ｢1回 ･2回｣)
･ストップ&ゴー､クラップ&ジャンプ (ことばと身体)
･腕の脱力 (予見的行動)
･ねにょろ (身体-｢水が詰まった袋｣というイメージ)
第3回 緊張を弛緩 ･縄のない大縄跳び (存在しないものが見える-行為と認識)
･はなちもんめ (緊張の持続)
･全身脱力 (極度の緊張と弛緩)
･背中合わせ (呼吸をあわせる)
第4回 体験の記述 ･過去三回のワークを振り返って
第5回 声の物質性 ･ス トップ&ゴー (日本静で､掛け声をかける人を交代して)
･声をぶつける､声をきく (声の色､声のカタチ)
第6回
第7回 声とイメージ ･じゃんけん肩もみ
･対象に向かって声を出す (イメージと声の色､カタチ)
第8回 おおやけの場 ･フリー スク⊥ル彩星学舎 ｢公開体験辞座｣-の参加
他の演習でセオリー を学んできている学生が多いためか､自らが体験したことに補助線を引き､
行為そのものを対象化しつつ記述するというタイプのレポー トが多く提出されるようになった｡
しかし､その一方で､セオリー だけが先行してしまい､実際の現場で生じている生成のダイナミ
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ズムに対する感覚が逆に鈍磨してしまっているようにも感じられる｡共有された行為/経験に対
して､他の人がそれをどのように認識しているのかということをきちんと比較検討していくこと
で､もう一度 ｢私たちは何をしたのか｣ということについて考えていく実践が必要に思われる｡
しかし､はからずも演劇ワークから､行為の記述､行為の認識についての考察/実践が派生して
きたことは歓迎すべき傾向であろう｡
行為当事者としてワークを引き受けていくときに､ワークを消費する (当事者として引き受け
ない)というかかわり方や､ワーク自体やそれを当たり前のようにこなしていく集団のありよう
に嫌悪しつつも､ほかの参加者と ｢違ってしまう｣という事実に恐怖してワークに参加している
学生の関与の仕方が顕在化してきた｡いずれも内部告発的に参加者から語られ始めたことだが､
ワークショップという形態を考えていく上で非常に重要な指摘であるとともに､そうした告発が
なされたこと自体に敬意を表したい｡｢ノル (-単純で安易な同化)｣か ｢ソル (-行為当事者と
いう自覚を欠いた批判的態度)｣かの二項対立ではなく､｢酔いつつ醒める｣というような､ある
意味アクロバティックな関与の仕方が､ワークショップでは求められているのではないか｡講座
を継続していく上で､今後の検討課題としていきたい｡
■ レポー トのタイプ
(∋ その場で感じたことを中心に記述
-→ その場で行われたことの丁寧な記述を心がける
- ｢いつ｣･｢どこで｣･｢だれが｣･｢なにを｣したのか､のいちいちを億劫がらずに記述す
る
- どのような状況であったかを時系列にそって丁寧に確認した上で､｢なぜ｣(原因)を探
ってみる
② その場で感じたことをもとに自己の体験を参照する
- その場で行われたことの丁寧な記述を心がける
- 自己の体験を参照する場合､その体験とその場で行われたことの類似性を明確にする
- 一般化できるかどうか､自己以外の体験談などを参照してみる (どこまで汎化できるか
/どの範囲で特異なのか)
③ その場で感じたことをもとに､より抽象的な概念と関連づけてみる
- その場で行われたことの丁寧な記述を心がける
- 関連すると思われる文献などを参照し､引用する
- 同じような思考/概念を別の文献などで参照し､引用する (必要最低限をきちんと抜き
出す)
- 再度､その場での体験を検証する
※ なぜその場で行われたことを丁寧に記述することを心がけるのか
一 日分がどのようなことを行なっているのかを認識していく作業は､その行為自体のなか
に､すでにその人が持っている興味や関心が投影されている (偏見も含めたその人なり
の ｢ものの見方｣の発現)ことが多いので､同じ行為を記述した他者との比較によって
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自分自身の興味関心を浮かび上がらせるという可能性を探っていくためにも､是非丁寧
に記述してほしい
■ 第1回の内容に関するレポー ト
自己紹介をすることになった｡人前で話すことが苦手である(苦手と思い込んでしまっている)
私にとって嫌な気分が込み上げてきた｡しかも､普通の自己紹介ではなく､自分が所有している
｢もの｣になりきって自分を紹介するという今まで経験のしたことのない自己紹介の仕方でする
ように急に言われ､より困惑してしまった｡自己紹介の順番も私は後の方で緊張する時間が長く､
他の人の自己紹介を聞いていても耳には入っているが､自分の自己紹介する ｢もの｣を何にする
か､どうやって紹介し､オチを言おうかということに精一杯でただ聞き流すという感じだった｡
しかし､おそらくみんなもやったことのない自己紹介の仕方だし､普通の自己紹介よりは緊張し
なくてすむかと思ったが､準備してきたように自己紹介する人が次々と面白く､長々と ｢もの｣
の立場になって自分のことを紹介していたので､驚くと同時に緊張が増してきてしまった｡自分
を紹介する ｢もの｣は早くからシャツにしようと決めていたので少しは落ち着いていたのだが､
その落ち着きは見事に打ち砕かれる結果となった｡自分の順番が近づくにつれて人の自己紹介は
もう耳に入らず､頭が真っ白になってしまった｡結局自己紹介では口元が引きつって､自分の名
前を言い忘れて､言おうとしていたこともすべて言うことができなかった｡
人前で話すのが苦手というのは､先天的な自分の特質ではなく､自分の内面にある他者-の意
識の問題であると思う｡普段人と話すときに緊張したり､何を言おうかいちいち順序立てて頭の
中で整理したりはしない｡もちろん何かを説明するときや､話す相手との関係性によってそのよ
うな頭の回転をすることはあるが､普段の友達との会話でそのようなことはしない｡それでは､
自己紹介と普段の友達との会話では何が違っているのだろうか｡普段の会話では話している対象
が友達だけに向けられている｡そして自分が受ける眼差し (視線)も友達だけである｡対象や視
線が自分と友達の相互関係になっている｡その相互関係が生まれたときに人は ｢話す｣という行
為が､意識的なものでありながら無意識的なものになっていくのではないだろうかBまた､自分
と友達というプライベー トな関係において会話は修復可能なものである｡今こう言ったけど､こ
うだよ｡というように訂正したり､やっぱりこうだわ｡と追加したりすることが気兼ねなくでき
る｡この容易さが話すこと-の意識を削り取る要素にもなっていると思う｡しかし､今回の場合
も含め自己紹介などの人前で話すという行為は､自己紹介する側は仲の良い人やあまり素性を知
らない人など様々なその場にいるすべての人という漠然とした対象に向けて話さなければなら
ない｡そしてそれを聞く側の視線は話している人に向けられ､一方的に見られるという関係にな
る｡その見られているという視線に対して ｢話す｣という行為が意識的なものとして表面化する
ことによって､どういう風に自己紹介しようか､オチはどうしようかと積極的に意赦し出すこと
となる｡結果､私の場合そういった意識の表面化-他者という意識､他者を意識することによっ/
て自分は見られていると視線の意識が生まれ､その意識が過剰すぎるが故に極度に緊張してしま
うと考えられる｡参考文献としては､奥村隆 『他者といる技法』があげられます｡
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■ 第2回の内容に関するレポート
歩き回る系のワークは､見る側と､見られる側で意識が全然違うと感じた｡緊張か弛緩かとい
ったら､当然だが見る側の時は弛緩､見られる側の時は緊張､であった｡そして､それは集中力
にも影響していた｡例えば私とは別のグループが ｢人をよく見る｣という条件ですれ違っていた
とき､見る側としても観察しているつもりであったが､明らかに見られている側の集中力･観察
力の方が鋭かったのだ｡また､ストップ&ゴーは条件が段階的に増えていったはずで､順番に全
部やっていればおそらくもっと反応が良かったように思うが､そうではなくグループが入れ替わ
って､やる時と見る時があったため､急に条件が増えたような錯覚に陥り混乱した｡これに関し
ても集中力の問題があっただろうし､休の慣れという問題もあったのではないかと思う｡
体の力を抜く2つのワークは､される側としてはどちらも力が抜ききれなかったと感じる｡こ
のように ｢感じる｣ということ､それはまさに意識していることの表れであろう｡意識しないよ
うに､しないようにと考えるほど､意識がそちらにいってしまう｡別のことを考えようとしても､
意識のどこかで気にしていることを意識している｡･--よくわからないが､自分との戦いであっ
た｡むしろ､する側の時の方があまり何も考えずにやっていたのでそういう意味では弛緩してい
たのかもしれない｡
※ 下線部はどういうことだろう? ｢緊張｣はどこからくるのだろうか?
rGO｣が止まる､｢STOP｣が進む､など言葉の ｢本来｣の意味とは異なる意味の動きをし
なければならない制約で動いたとき､初めは ｢GO｣という言葉を聞いて､それの逆の動きをす
ると考え直して､実際の身体の動きを止めるという作業をしていました｡しかしそれを続けてい
くにつれて､｢GOJを聞いて即止まれるようになってきました｡この時先生が発した ｢GO｣
という言葉は､進めの意味を表わす英語ではなく､｢ゴー｣という止まれの意味を表わす新しい
言葉として僕の頭の中で認識されるようになったのではないかと思います｡それ故､動きを繰り
返すに従って間違いが少なくなりスムーズに ｢GO｣で止まれるようになったのではないかと考
えました｡しかし ｢STOP!｣と強く言われた場合､これまでうまくいっていた人も､立ち止
まってしまうようでした｡これは､｢ストップ｣という進めの言葉として認識していた頭が､強
い語調によって英語の ｢STOPJという意味として認識するよう逆もどりをしてしまったから
ではないかと考えました｡もしかするとこんな風にして英語なり日本語なりが生まれたのかも､
とも考えましたo
リラックスについて､力を抜こうとすればするほど力が入ってしまいました｡ならばと思って､
相手の人にほぐされている時に全然関係ないことを考えてみると案外うまくいきました｡でもや
っぱり難しかったです｡
※ 下線部をもうちょっと説明してほしいです｡
今回の授業で私が1番印象に残っているのは､自分の体ってなんて言うことを聞かないのかし
ら? ということです｡2人1組になって手足をぶらぶらさせてリラックス状態をつくろうと思
っているのに､思えば思うほどおかしな力が入ってしまって仕方ありませんでした｡私とペアに
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なったかたが､｢なにか違うことを考えるようにしてみたら?｣とア ドバイスしてくれたので､
私は大好物の髄子のことを考えて､お腹いっぱいにほうぼっている図を想像したのですが､一瞬
は力が抜けたような感覚になれても､すぐに授業中という世界に頭が戻されてしまってなかなか
うまくいきませんでしたbまた､私は日ごろから肩凝りに悩まされているのですが､美容院に行
って､一段落したころに､いつも美容師さんが肩をマッサージしてくれるのですが､その時は､
私はいつもの3倍くらい自分の肩が凝っているということに気づくのです｡これも､知らない人
とコミュニケーションをするという状況において､美容院という快適さをどこかでは感じる部分
があるにも関わらず､リラックスできるようで逆にできていない､という同じことが働いている
のかもしれないなあ､と今回のことを通して感じました｡
※ なにが授業という世界に頭を引き戻させたのだろうか?
ネニヨロは気持ちよかった｡力が抜けているか意織すると力が入るのでこまった｡色々試して
みたが､考えないのが1番だと思い､天井の1点を見つめて深呼吸していた｡なんかの番組で大
リー グの長谷川投手がやっていたリラックス法.
気持ちよくなって､終わった後はちょっとぼーっとしていた｡すごくおもしろかったのでまた
やりたいですoあと､部屋をぐるぐると歩くやつがおもしろかった.自由な行動に､制約をつけ
ることでゲームになっておもしろくなることが分かった｡
これから演劇みたいなこともやるのでしょうか? ちょっと緊張していますO
※ 力は抜けましたか?
今回は､まず部屋を自由に歩き回り､いろいろな制約をつけていった｡例えば､人とすれ違う
際にタイミングを合わせて手をたたくこと｡ 1回目やったときは微妙にタイミングが合わない｡
なんとなく合わせようとしただけだからだ｡ところが､どうやったらタイミングが合うかを考え
て､もう一度やってみると､きちんと合ってくる｡例えば目を合わせる､手をたたくときにうな
づいたりひざを曲げてリズムをとる､大きく腕を動かすなどだ｡ほんのちょっと動作を加えるだ
けで､人とのコミュニケーションはずいぶん円滑になるものだなあと思った｡また､普段はあま
り意識することはないが､自分の体なのに､自分の思い通りにはならないことに多く気づく｡ま
た､人が動くのを観察するのと､実際自分がやってみたときのギャップがなかなか大きく､面白
いなあと思う｡
歩きながらrSTOP/GO/JUMP/CLAP｣の合図でそれにあった動作をしたが､｢S
TOP/GOJや ｢JUMP/CLAP｣の命令を反対にすると､体がとっさにその命令に従え
なくなってくる｡ケースによるこの単語の意味を理解するよりもさきに､体が先に無意識的に反
応して動いてしまうのだ｡
そして､2人1組になって腕の力を抜くこともした｡抜くといっても､実際私は自分でも不思
議なほど全然抜けなかった｡はじめは腕の力を抜くことくらい､簡単だと思った｡けれど､人に
動かされるままに手の力を抜いたっもりでいても､ふいと実は相手は動かしていないのに相手の
動かし方を予想して自分で動かしていたりするo反対に力を抜いたつもりの相手の腕を動かして
みたとき､相手が私のようになっていたり､力が入る瞬間が分かったりして､おもしろかった｡
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また､人間の体の大部分は水だということだけれど､相手の足を持って動かしたとき､硬い骨が
あるはずの体がぐにゃぐにゃと波のようにゆれていて､とても妙な感じがしたけれど､なんだか
納得できた｡
※ 2つの下線部は関連がありますか?
｢緊張 ･弛緩｣
今回の授業で手の ｢力を抜く｣ということに意識的に取り組んだ｡しかし意識すればする程､
変に力が入ってしまった｡最近始めたばかりの飲食店のアルバイ トで同じような経験をした｡昼
をまわって店内が込み合ってきた｡ひとつ間違う｡あせる｡そこで店長が ｢落ち着け｣という｡
よけいあせる｡｢落ち着け｣は､私の耳に入ってその意味を理解されることができたはずだ｡で
も私は ｢落ち着く｣ことができていなかった｡｢(君は今あせっているんだから)落ち着け｣とい
うメッセージを感じとって､萎縮してしまって､普段出来ることまで出来なくなる｡｢力を抜け｣
｢落ち着け｣の裏に自分の今を否定されている様なメッセージを読取り､意識がそこに集中して､
身体が思うように動かないO｢緊張 ･弛緩Jという身体の状態は､外部､内部の刺激によってそ
の部分を意識している度合いに左右されるのだろう｡
※ 下線部に関してもう少しことばがほしいです｡
I
前回の授業で強く感じたことは､私たちが日常的に使っている｢言語｣というものが如何に様々
な制約を生み出しているか､ということである｡言語使用の実践的な研究として言語行為論とい
う領域が挙げられるが､その理論的なものを今日は､実際に身体を使うことによって体験した気
がする｡
そもそも､言語行為論には2つの立場があって､一方は ｢言語は繰り返し使うことによってそ
の意味が固定されていく｣という立場で､もう一方は ｢言語は繰り返し使うことによってその意
味が次第にずれていく｣という立場である｡実社会においては､どちらの立場も共に有り得るの
だろうが､特に今回の ｢ゴー ･ストップ実験｣では､前者の反復による意味の固定化の方を強く
感じた｡集団でも､個人でも ｢ゴー｣と言われたら止まって､｢ストップ｣と言われたら動いて､
｢クラップ｣と言われたらジャンプして､｢ジャンプ｣と言われたら手を叩く､という意味を入れ
替えた状況で身体を動かす実験をしたが､なかなか思うように身体が反応しなかった｡これは私
だけでなく､他の多くの人も何度かやってもとまどっているように見えた｡私たちは高々20年
しか生きていない｡がしかし､｢ゴー｣という言葉も､｢ストップ｣という言葉も､相当昔から｢行
け｣､｢止まれ｣という意味で用いられて来たことと思う｡そうして言葉が歴史的 (或いは社会的)
な圧力によって構築されてきたことを踏まえる形で､高々20年しか生きていない私たちも､｢ゴ
ーJ-｢行け｣､｢ストップ｣-｢止まれ｣という図式が身体中に染みついてしまっていると考え
られる｡
もう1つ感じたことは､自分の身体が自分のものでありながら､自分の思い通りにならない､
ということである｡これは先にも述べた ｢ゴー ･ストップ実験｣についても言えることだが､特
に後半に行った ｢腕の力を抜く｣という極簡単 (であるはずの)な行為の時に強く感じた｡力を
抜こう抜こうとするほど､余計に力が入ってしまったり､脱力しているつもりでも､倒れそうに
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なるとそれを防ごうとしたりしてしまう､というように何とももどかしい状態だった｡
統制がとれているようで､実はそう上手いこといかないのが人間の身体なのか､と思った｡
※ 下線部はちょっと唐突過ぎて､もう少しことばが欲しいところです｡
触られるの苦手なことを言い当てられてしまったときは､とても驚きました｡昔よりは､だい
ぶまLになっていて (高校時代演劇部で､人に触ったり触られたりする練習が多かったためでし
ょうか)､自分ではもう克服したと思っていましたが､体は無意織に反応してるんですね.鹿追
染み付いた事からおきる緊張は本当に無意織下なんだなと思いましたO先述のとおり､私は高校
時代演劇部だったため､この授業は当時をなんとなく思いだすことがあります｡
※ 自己の体験のなかでそれに類するような体験はありますか? そのような話を他の人から
聞いたことがありますか?
同時に手を叩く (1回 ･2回)
歩き回って自分の正面に来た人と掛け声など声を出さずに無言で同時に手を叩き合う｡私はそ
れをやっているのを見てからやったので､比較的初めから合わせることができた｡自分が経験し
ていなくてもその行為を見ることによって､イメージの中で経験することができることで初めの
グループより手を叩く動作が速く飲み込めたのだと思う｡その動作を繰り返しているうちに要領
がつかめ､会ったら一拍おいて叩いたり､目と目で合図したり(先生がそうするように指示した
かも)､頭を上にあげて下ろすときに手を叩いたり､口をあけて閉じるときに手を叩いたりなど
してタイミングをとるようになっていた｡短い時間の中でより同時に手を叩けるように工夫して
いっていた｡体を通して相手とコミュニケーションをしているように感じた｡
ストップ&ゴー
教室の中を歩き回り､掛け声に応じて ｢ストップ｣で止まり､｢ゴーJで歩き､｢クラップ｣で
手を叩き､｢ジャンプ｣で跳ぶということをする｡途中から ｢ストップ｣-歩く､｢ゴー｣-止ま
る､｢クラップ｣-跳ぶ､｢ジャンプ｣一手を叩く､というようにそれぞれを入れ替えて行った0
入れ替えた後は ｢ゴー｣と言われてもすぐに止まれなかったり､｢クラップ｣と言われても跳び
遅れたりしてしまった｡また､歩いているときに ｢ストップ｣と言われたら止まりそうになって
しまった｡
｢クラップJと rジャンプ｣より､｢ストップ｣と ｢ゴー｣を反対にしたものの方が体を反応さ
せるのが難しかった｡止まる､動くという動作が相対する動作として頭で認識してしまっている
ために体が思うようについてこなかったのではないかと思った｡また､｢ストップ｣-止まる､
｢ゴー｣-動く､｢ジャンプJ-跳ぶ､というように行為と言語が思った以上に私たちの中に結び
ついていることを身をもって休験した｡私は ｢クラップ｣が手を叩くという意味だと実は知らな
かったので､もし ｢クラップJ-逆立ちと言われていたら必死で逆立ちしようとしたと思う｡個
人が行為と言語を結び付けてく作業を行うことによって習慣となり､行為と言語が結びついてい
くのではないか､また､その行為を意味づけ理解していくために言語と結びつけていくのではな
いかと思った｡
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腕の脱力
1人が仰向けで寝転がり､1人がその人の片腕をマッサージして完全に脱力させることを行っ
た｡私はその実験台としてみんなに見られながら腕をマッサージされた｡私は初めそのワークの
趣旨を理解していなかったので､何をされるのかわからないまま人の輪の中央でマッサージをう
けた｡このマッサージに対してどのような反応をしていいのかわからず､力を抜いてはいたが､
うまく抜けなかった｡ようやく事を理解して脱力しようと意識したが､そうした意識をすること
でどこか他の部分が緊張していたように思う｡その後先生が､完全に脱力すると私の腕がまった
く動かなかった位置ではこういう軌道を描くはずだと説明したので､友達とやったときに今度は
そういう軌道を括こうと意識するようになった｡完全に脱力していないのに説明前では動きもし
なかった腕が､その位置から説明した軌道を描こうとするようになり､実際動いたのである｡し
かし､説明を聞いたために生じた意識がその軌道を描かせたと言える｡人の体は意識に支配され
ているのかなと思った｡
※ イメージとしての身体について考えてみる
うろうろ歩き回って止まったりジャンプしたりするのが楽しかったです｡また腕の力を抜くの
が難しかったです｡緊張するなと言われるとよけい緊張してしまうことがわかりました｡そうだ
とすると､公演やイベントの本番の時に緊張しないようにするにはどうしたらよいのでしょう
か? だいたいイベントの本番などは緊張して普段の練習でできていたことも失敗してしまっ
たり間違えたりしてしまうので､緊張しないようにしたいのですが-････｡
※ 緊張ってなんですかね? いつ･どんなときに? まわりの状況は? 自分はそのとき｢な
にを｣見､聞き､感じ､考えていますか?
空間を知るワークーストップ&ゴーのワーク一寝ニヨロ
空間を知りつつ､互いにぶつからないように避けてゆくというワークで思ったこと｡何の条件
付けのない場合は､空間全域を歩いてみた｡3つに分割してみると観客を意識するのか､空間は
小さくなった｡観客が座っていると近づけない空間を､あらかじめ定めている感じである｡逆に
自分が観客側である場合に､どかどかと近づいてこられると避難せねばと思うことがあった｡も
し目をつぶったらどうなっただろうか｡もちろん互いに衝突すると危ういので､ゆっくりすり足
にする｡おそらく観客も歩く側もあまり恐怖を感じないのではないか｡それに人を交わしてあま
りに周辺に行過ぎると､誰もいなくなって､さびしくなって180度回転をしてはまた人ごみに
はいってゆこうとする｡自ら感覚的に小さく空間を規定しているのではないかと思った｡予想さ
れる被害の多少や混じっていることへの安心感などが､空間を大小させるのかもしれない｡また
2人の間をすりぬけるという条件付けののち､観察して指摘するところで､案外思いつかなかっ
た｡1つには全体を見渡して条件にマッチする人物を探せなかったこともある｡また観察といっ
てもすれちがうくらいでは人物の特徴をつかむ作業をよほど集中しないとできないのかもしれ
ない｡たまに渋谷のセンター街を歩くと疲労感を感じるのは､普段はもっと少数で済んでいたの
に､この作業を大量に行うためではないかとも思った｡逆に麻療し当たり前として慣れてしまえ
ば､この作業をそれほど集中しないでいられ､疲れを感じないのかもしれない｡
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ストップ&ゴーのワークで思ったこと｡前年やって初めてではないにもかかわらず完壁ではな
かった｡その理由を考えてみると､意味内容の段階の話ではないということだ｡知っているのに
そう動けないということは､ある音声に対応して動きをするその回路が､意味内容の一時的な換
作ではショー トするのであろう｡となると考えられることは､メタコミュニケーションの段階で
ある｡ひょっとしたら先生の掛け声がそう仕組まれているためかもしれない｡だが ｢ゴー｣｢ス
トップ｣｢ジャンプ｣｢クラップ｣をそれっぽさを伴っているかどうかで､行為を実は決めている
のではと思う｡それっぽさというのは､字面では描きにくいが､｢つご- !｣といえば勢いがあ
るし ｢動け｣とも聞こえるし､｢ストッ (p) !｣といえば急な感じや唇を塞いで息を留める感
じが､｢停止｣のように聞こえるOまた ｢じゃ-んぷ｣と強弱と伸びをつかっていわれると､マ
リオのように放物線を描こうと思えてしまうし､｢くらっ (pp) !｣とpが重なればぱちんと
音を立ててみたくなる｡この証拠に｢それじゃあストップ｣という発言をしきりに注釈していた｡
この発言のずるさはメタ表現をさらに補足しているところにある｡言ってみれば｢高くジャンプ｣
とか ｢大きな音でクラップ｣という風に行動を決定する情報を増やしつつ裏切るからである｡も
う1つ考えさせられたのは､発言者との距離の遠近である｡偶然目の前をよぎるときに､｢スト
ップ｣の号令がかかった｡このとき逆の意味だったので､歩き続けるのが選択肢としては正しい｡
しかしなにやら大きな声が一瞬からだを止めようとぴくりとなってしまった｡これもメタ表現の
段階だと考えられる｡意味がどうであろうと､耳横で大声が突然きた場合に起こる反応であると
思われるからである｡私はこのワークでとりあえずメタ表現から実は行為は多く決定されている
と思った｡
腕と寝ニヨロで思ったこと｡腕といっても肩から上腕筋の力はなかなか抜けないことがわかっ
たb指先は握ってしまうのか､開いてしまうのかよくわからない｡赤ん坊とかは握った状態だが､
ひょっとしたらそのほうが力が抜けているのかもしれない｡
※ オノマ トペの研究を参照してみれば面白いのではないでしょうか?
■ 第3回の内容に関するレポー ト
【 縄のない大縄跳び 】
｢目に見えない長縄｣を跳ぶ｡はじめは混乱したが､すぐに縄が ｢見える｣のでかえって驚いた｡
回す人の腕の動き､回す人の縄を下に打ちつけるリズムの取り方､前に飛んだ人の入り方､跳ぶ
速度から縄が ｢見えた｣｡今回､縄をはずしても縄が見えることで考えてしまった｡実際の縄跳
びの時私たちは本当に縄を見て跳んでいるのだろうか｡縄はあくまで判断の1つの材料にすぎな
くて､さまざまな情報を使って私たちは体を擦るのではないかと思った｡様々な情報というより､
今までの経験知の集大成ようなものといったほうが適切かも (しれない)｡静械体操に跳馬とい
う種目がある｡跳馬を跳ぶには全力ではしり､全力でロイター板を蹴ることが必要だ｡しかし､
全力で走れば､当然跳馬に激突して痛い思いをする｡それが怖くて初心者は全力で走ることがで
きない｡そこで､その恐怖心をなくすために跳馬をはずして跳ぶ｡しかし跳べない｡確かに跳馬
はなくなったことを視覚的には認めながらも､頭の中がついていっていない｡私たちは見えてい
るものを見ていない｡そして見えていないものまでその場に投影してしまう｡
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縄のない状態での大縄跳びでは､引っかかるはずもないのに､何を思ったか意識してしまい､
変に緊張してしまった∩周囲の目が気になったというよりは､縄なし大縄跳びを上手く演じられ
るかという､自分に対してのプレッシャーが緊張をもたらしていたのだろう｡
大縄跳び
私も他の人と同様に大縄が見えた｡(ような気がした｡)縄にぶつからないように行動するとい
うことからふと連想して思ったのは､私たちが ｢認識｣を行う際に､実際にこの世に存在する事
物だけではなく､それ以外のものも考えの中に含めて行動しているのではないかということだ｡
例えば､私は線路の下を通る天井の低い通路を通る際に､思わず身をかがめて通った経験がある｡
一応身をかがめずとも通れる位の高さはあるのだが､何となくかがめて通っていた.実際の高さ
プラスアルファを考えて､確実に余裕を持って自分の身体を守るための行動だと思う｡(おそら
く自分の身体の範囲と､その物の範囲の間隔を正確に認識できないからだろう｡)それと似たよ
うな感じで､実際に縄が無くても､縄にぶつからないように行動しようとしてしまうのかな､と
少し思った｡ただ､このワークは明らかに ｢縄がない､確実にぶつからない｣ということを認識
しているはずなので､違うかもしれない｡このワークに参加した全員が大縄経験済みであると思
うので､｢大縄Jというものに対して条件反射しているのではないかとも思った｡
見えない縄での縄跳び
まず2人の回し手が縄を回していたが､実際にそこに縄は無いのだが､明らかに全員に見えて
いたと思う｡そして次々と人が入っていくのだが､これが本当に縄が在るかの如く飛べてしまう｡
傍から見ているときも､自分が飛んでいるときも本当に縄があり､縄跳びをしているように見え
てしまう｡その様は､本当の縄跳びよりも本物に近いように感じられた｡何故本当に縄があるよ
うに見え､縄跳びをしているよう見えるのだろうか｡原因は人の縄跳びの認識の仕方にあるよう
に思う｡例えば､縄は同じ方向に回すという点だけ取りだしてみても､回し手が左右違う方向に
回していれば､それだけで縄を回しているようには見えないだろう｡そうした､いくつかの ｢縄
跳びらしく見えるポイント】(そのほとんどが意識されないような細かいものまで含めた)を押
さえているから私たちは実際に縄が無くても､縄跳びが出来たし､見ていてその様に見えたと思
印 『
縄のない大縄跳び
2人が本当に縄を回しているように回し､本当に大縄跳びをするように縄の中に入って跳ぶま
ねをする｡はじめは縄があるわけじゃないし適当に跳んでるまねをすれぼいんだなと思っていた｡
しかし､はじめてみると､2人が縄を回し始める時点でないはずの縄が浮かび上がってきた｡初
めは見る側であったが､跳ぶ人が間合いを計っている姿は本物の大縄跳びであった｡縄がないの
に､引っかかったとか思わず声を出してしまい本当にしているようであった｡やる側になって､
見えないのに見えている縄の中に入るのは1番最初であったせいもあるかもしれないが､存在し
ないのにひっかかってはいけないという変な意識が生じて縄に入る瞬間緊張した｡
最初にやった､長縄があるつもりで飛んでみよう! というやつは､本当に長縄があるみたい
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に思えたことにとても驚いた｡失敗したくない､とか思って変に緊張していたし､縄などないの
だからひっかかるはずも無いのに無駄に高く飛んでしまっていたのは｢長縄飛びをやっていて途
中ひっかかったやつはみんなから冷たい視線を向けられるlという私の小さい頃に感じた記憶の
せいだろうか､と思った｡
今回､架空の縄を想定して､縄なし大縄跳びをやった｡やる前は縄がないのにどうなんだろう
と思ったけれど､やってみると､意外に本当に大縄をやっているような気分になって変な感じだ
血 実際には見えないのだけれど､なんとなく縄が見えて､それに合わせて跳ぶ｡タイミング
をはずすと引っかかったと感じる｡そしてこれはやっていたみんなが同じ一つの見えない縄を感
じていたのではないかと思った｡というのも､同じ縄を感じていなかったら大縄跳びは成立しな
い｡初めてのワーク､しかもまだお互いよく知らないメンバーなのに､このように同じ一本の縄
を感じるってよく考えるとおもしろいと思う｡
[レポートから見えてくる視点]
･大縄が見えた
･引っかかるはずはないのに､緊張した
小さい頃の私の記憶が私を緊張させたのでは?
上手く演じられるかという自分-のプレッシャー?
･大縄が見えた原因について
｢縄跳びらしく見えるポイントJ(を複数人が同じように認識して､それ)に従ってアクシ
ョンを起こすから
･認識と行為
私たちは経験知の集大成といった情報を駆使して､体を換っているのではないか｡
その場では実際に見えていない『-存在していない』ものまで､その場に投影していること
がある｡
【 はないちもんめ (緊張の持続) 】
1分間ストップは､目の焦点を合わせないようにして､全く違うことを考えたり､回りで笑わ
せようとしてくる男の子の言葉に､ひとつひとつ対峠するのではなく､通り過ぎていくような感
覚で流していくと､止まっていられた気がします｡また､相手チームを笑わせるときは､他の仲
間が言った言葉に､私が笑うようにして､その場の空気を ｢笑う｣空気に持っていくようにする
と､相手が撃沈していきました｡自分を取り巻く空気? 温度? のようなものを意識すると､
上手くいったような気がします｡
はないちもんめでストップ
先の ｢縄跳び｣が ｢見えないものを見ること｣なら､今度の ｢はないちもんめ｣は ｢見えるも
のを見えなくすること｣｡私は ｢見えなくする｣作業が苦手なようである｡すぐに笑ってしまっ
た｡私はこのワークをしている最中に自分が見世物であると感じた｡私はモノ｡相手はそのモノ
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を鑑賞する観客である｡しかし同時に見世物である自分を鑑賞する観客としての自分がいたよう
に思える｡相手がおもしろかったというよりもモノになっている自分を想像して笑ってしまった
観客としての自分に負けた--0
｢花いちもんめ｣についてだが､人を笑わせることが好きな私としては､相手側を爆笑の渦
にたたきこむつもりで挑んだにもかかわらず､上手くいかず残念だった｡人を怒らせたり､泣か
せたりすることよりも､笑わせるということは大変なことであると思った｡いくら相手が笑わな
いように意識しているとはいえ､改めて難しいことだと感じた｡大抵の場合､笑ってはいけない
と考えると､余計に笑いがこみあげてきそうなものであるがO
はないちもんめ
私はとまっていることができずにすぐに噴出してしまったので残念だった｡H君の ｢狂牛病｣
が面白かったというのもあるが､対して面白くないものでも我慢できなかったような気がする｡
花いちもんめ～身体を止める
同人数で組に分かれて､花いちもんめをやる｡そしてその後ストップを掛けられ､一方が止ま
り､もう一方が止まっている人々を何とかして動かす｡しかしその際身体を直接触れてはいけな
い｡声や動作だけで相手の身体 (視線まで含めた)を動かす｡止まる組にしてみたら､花いちも
んめの部分が ｢動｣で､ストップ以降は ｢静｣ということになる｡それまで活発に動かしていた
身体を一気に止めて､それ以降はひたすら動かないことに徹する｡この ｢動｣と ｢静｣の切り換
えで強く意識したのは､他者 (性)を極力排するように努力したことだった｡花いちもんめの時
点では-ら-らしつつ歌って特に何を考えているわけでもなかったが､ストップ以降は極力何も
見ない､何も聴かない､何も感じない､と外界との交渉を遮断していたように思う｡しかしそれ
は逆に言えば､他者を強く意織していたとも言えるO自分と他者を確然/画然と区別するという
ことをして初めて､他者 (性)を排除出来たような気がする｡
はないちもんめ
はないちもんめをしている途中で ｢ストップ｣と声がかかったときに一方が静止するO静止し
ていない側が体に触れたり､息をふきかけたりしないで静止した人を動かす｡私は静止したとき
から体がぶるぶるし､笑いが込み上げてきた｡視線を固定するということではじめは前にいた藤
原さんに視線を合わせていたが､笑いに耐えられないので視線を遠くに移した｡結局はすぐにギ
ブアップだったのだが､視線を遠くに移した行為は自分の視線から他者を排除することで意識の
中に他者を入れないようにする一つの手段であったと思う｡静止していなくてはいけないと意識
することによって余計に緊張してしまい初めからぶるぶるしてしまったのだと思う｡静止という
行為自体が普段の生活において行わないものであるから､余計な意識が生まれたのではないか｡
[レポー トから見えてくる視点]
･止まっていられない理由
笑ってはいけないと考えると､たいして面白くないものにでも我慢できなくなり､余計に笑
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いがこみあげてくる
相手を動かそうとするときに相手を笑わそうとするのはどうしてか? 他に手段はないの
だろうか?
･止まっていられる理由
見えるものを見えなくする
(回りからの情報/刺激を)通り過ぎていくような感覚で流していく
他者 (悼)を極力排するよう努力した(逆にそれはより強く他者を意識することにもなった)
･記述が焦点化しないわけ
いまひとつ記述が焦点を結ばず､全体的にぼんやりしてしまっているような印象をうける｡
｢意識的に身体を止める/固める｣(-｢緊張状態を高める/身構える｣)､そして ｢それを外
部からの刺激によって解きほぐす｣｡それは可能なのかどうなのか､というあたりに焦点を
あてて記述してみると今以上に記述が深まっていくのではないだろうか
【 全身脱力 】
全力で身体に力を走らせてから脱力するワークは､脱力して目を膜っている時間に､一度力が
抜けて､その後また身体に緊張が走っていく過程を自分で感じることができたのが面白い経験で
上皇 ｣ワークの後に先生が仰っていましたが､腹式呼吸の感覚です｡目を院った当初は複式で深
い呼吸をしていたのですが､途中から､浅い胸の呼吸に変わっていったのが自分でもわかって､
それとほぼ同時に､身体がまた緊張しだしたのがよくわかりました｡私は多分､｢いまどきの若
い人｣で､いつも浅い呼吸をせわしなくしているので､それと身体の緊張が繋がっているのだろ
うか､と思いました｡また､芝居の稽古の途中や､本番前のあがりそうになるときには､腹式呼
吸を半ば無意識でやっていることも､この経験の直後に思い出しました｡呼吸からくる身体の
気? の流れの存在を感じました｡
緊張と脱カー逆転の発想
脱力しようとすればするほど緊張する｡だから､緊張した後には脱力できる｡はずだったが､
どうもうまく脱力できた感がない｡なぜかと考えて､自分が2回目の回であったからではないか
と考えた｡今回の授業では人数の関係でワークが2度に別れている｡私はこのワークは2度目の
回だった｡1度目の人のワークを観察して､2度目に臨むことで ｢こうあらねばならないlとい
う観念に体が縛られてしまったのではないか｡｢脱力できる｡いやむしろしなければ｣というよ
うに意織が働いて､逆転は起こらなかった｡
最後にあおむけになって力を入れるということだが､私は筋力 トレーニング好きで､日頃か
ら､体に力を思い切りいれるということはよくある｡しかし､今回のように､その後､力を抜き
きるといったことはしないので､体が重くなり､地に沈んでいくような感覚は新鮮だった｡また､
他人のそんな姿をまじまじと見つめることなど､初めてだったので興味深く観察させてもらった｡
始めのうち､胸を上下させて呼吸していた人が､徐々に腹式呼吸-とスイッチしていく過程が､
手に取るように見て取れた｡ 前回のように､ただ単に脱力を試みるより､今回のように1度､
力を込めて抜いていく方が楽になれるような気がする｡次はどのようなワークが待っているのか｡
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それを考えると､もう力んでしまう私であった｡
身体に力を入れる (部分→全身)
右手､左手､右足､左足､奥歯､全身という順でそれぞれ10秒間ずつ力を入れた｡目を陰っ
てやったということも影響してか､その場には大勢の人がいたにも拘わらずかなり自分1人の中
-投入していたように感じた｡力を入れて抜く､という動作を繰り返すと､力を入れる前より抜
いた後の方が格段に力が抜けていることが分かった｡全て終わって､しばらくの沈黙があったが､
何かどんよりとしたものを抱えているようなよく分からない感じだった｡
床に仰向けになり､手や足に一定時間ぐっと思い切り力をいれ､一気に抜くというワークをし
た｡前回､力を抜くのは難しいと感じたけれど､力を思い切り入れた後だと､抜くということが
自然にできてくる気がしたoLかしここで､昔､｢伊藤家の食卓｣で紹介されていたことを思い
出した｡2人組みになって､気をつけをした1人が手を力いっぱい横に上げようとする｡それを
もう1人が力いっぱい抑える｡一定時間後､抑えていた手を離すと､ひとりでに手が上がってし
まうというものだ｡ここでは力を思い切り入れた後､抜いているはずなのに手が無意識に上がる｡
体の緊張と弛緩はやはりまだよく分からない｡
[レポー トから見えてくる視点]
･力を思いきり入れたあとだと力が抜けていく
意識するとできなかった (｢こうあらねば｣という観念に縛られて､うまく脱力できなかっ
た)
体が重くなり､地に沈んでいくような感覚があった
何かどんよりとしたものを抱えているようなよく分からない感じだった
･呼吸の深さ/浅さと緊張め度合
腹式呼吸は呼吸の深さの目安
浅い胸の呼吸になっていくのと同時に､身体に緊張がはしっていく過程を経験した
【 背中合わせ 】
背中を合わせて立ったり座ったりを繰り返すワークは､背中がとてもあったかくなって､相手
の個人差もわかって､背中を合わせるという作業そのものが面白かったです｡1度コツをつかん
でしまえば､後はできる､というのは､自転車に乗れるようになるのと同じ体験なのかな､と思
いました｡そのような体験は日常にあまりないような気がしていましたが､私が気がついていな
いだけで､私の無意識に行っている動作の大部分が､そうやって身につけたものなのではないか
と思うようになりました｡最後に中島くんとペアになったのですが､上手く立ち上がることがで
きなくて､そのことが相手の背中に体重をかけた瞬間にある程度わかったのが面白かったです｡
唐突ですが､プロフェッショナルにスポーツなどを極めている人たちは､こういう感覚の中で生
きているのかな､と思いました｡
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背中をくっつけて立ってみよう
前年にやったことがあるワークなので簡単にできるだろうとたかをくくっていたら､できなか
ったので驚いた｡1回目は女の子と組んでらくらく立てた｡しかし2回目､Wさんと組んだとこ
ろとても難しかったo背中がぴたっとあってこなくて相手の力加減が読めないし､メッセージが
伝わりにくい｡どちらかが先行/復行の順を決めることができたらもう少しよかったのかしら｡
3回目はNさんと組んだが､やっぱり背中が丸かった｡4回目､Mさんと組んで背中がぴたっと
あった｡｢これはいけるかな一､と行くよ～｣というサインを出したらゆっくりとたちあがって
くれたO背中で語るには自分を相手にさらけださなければむずかしいO言葉で話すより､ずっと
直接的で､でもその分誤解が少ないように思われたd
背あわせ
体重差で立ち上がることができない､ということはないが､翌日に筋肉痛になったのでやはり
相手の体格差というのも多少は響いてくると思う｡(さすがに小錦とやったら立ち上がれなさそ
うだと思うし｡)しかしとりあえず､ある程度の体重差は特に障害にはならないようだった｡体
重差があればお互いに押す力が絶対に違うからどちらかが押されてしまっても当然のような気
がする｡特に目的も無く背中で押し合えと言われていたら､どちらかが負けていたと思う｡今回
のワークでは､立ち上がることを目的にしていたから､お互いに立ち上がるための力の強さや方
向を調節をしていたのではないだろうか｡背中を合わせて､少し押した時点で相手がどのような
力の持ち主であるかがわかり､その上で自分がどう力を入れればよいかを判断する､という行為
をお互いに同時に行っているということなのだろうか｡最初はやりにくかったのに､後からかな
り自然にできるようになったのはなぜだろうかと思う｡単に慣れなのだろうか?
背中合わせで立ち上がる
2人で背中を合わせて､掛け声を掛けずに力加減を推し量りつつ､立ち上がる｡そして再び座
る｡結局最後まで力加減が分からなかった｡身体のどこに力を入れたら上手く立ち上がれるか､
コツが全く掴めなかった｡兎に角出来なかったため､焦りと苛立ちとで更にどうして良いのかわ
からなくなってしまった｡人に見られてやったときは何故か出来たが､それは人に見られている
という感覚が､身体に上手いこと緊張を与えたからかも知れない｡
2人で背中合わせになって立ち上がるやつは､以前に体育の授業などでやったことがあった｡
だから､それを今回やると聞いたときは､｢ああ､あれね｣などとたかをくくっている自分がい
たOというのも､以前にうまく出来た記憶があったからだ｡そして､最初の1回はなんとか立ち
上がることができたが､その後は､自分でも逆に驚いてしまうほど何度やっても全くうまくいか
なかった｡出来るはずなのに何で出来ないのだろう? と思えば思うほど焦ってしまってうまく
いかなかった｡しかし､それから1度成功したら､今度は､今までどうしてこんな簡単なことが
出来なかったのだろう? と思えてしまうほど何度やってもうまくいった01度出来てしまえば､
体がそのことを感覚的に覚えるのだな､ということを感じた｡
最後に2人組みになって､背中合わせに座り､手を使わずに立つというワークをやった｡これ
は相手によって､簡単にできる場合と､とても苦労する場合があった｡簡単にできたときは､私
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もほとんど力を使わなくてもよかったし､相手からの力もあまり感じなかった｡しかし､苦労し
たときは､私はかなり力を入れたし､相手の力も強い､というか重くてときにはよろけてしまっ
た｡相手が私に加える力と､私が相手に加える力､それがうまく合ったと感じたとき､とても楽
に立つことができた｡｢力を合わせる｣ということは案外大変だと思らたo普段使わなかった太
ももの筋肉がやられました｡
[レポー トから見えてくる視点]
･1度できるようになると､あとは何度やってもある程度できる
できるようになってからは､相手の力加減によって立ちあがれるかどうか､ということまで
分かる
力を合わせることは案外大変
･以前できたといってたかをくくっていると､意外とできない
さらに焦るとうまくいかない
･背中で語ることは､ことばよりもずっと直接的で､しかしその分誤解が少ないのではと感じた
･人に見られてやったときは何故か出来た
人に見られているという感覚が､身体に上手いこと緊張を与えたからかも知れない
r緊張｣は どのような時に 現われるのか
どのような場所で
何をしているときに
そこには ｢誰｣がいますか?
そのときのアクションは ｢どこに｣向かっていますか?
そのときのアクションは ｢誰に｣向かっていますか?
自分がそこで見ているものは何ですか?
｢緊 張｣ - ｢弛 緩｣
｢見 る｣ - ｢見られる｣
｢意 織 ｣ - ｢無 意 識｣
｢こ と ば｣ - ｢か ら だ｣
｢行 為｣ - ｢習 慣｣
【課題】 一連のワーク (｢緊張と弛緩JX3講座)を体験し考えたことを､レポー トしてくだ
さい｡
･1つのワークを丁寧に記述しながら
･上記項目とワークとの関連を探りつつ
･関連書籍などを参照にしつつ
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■ 過去3回のワークを振り返ってのレポー ト
3回の授業をうけて
この授業を3回受け実践を通していき､自己紹介などを通して他者の存在が自己にとって様々
な影響を与えるものだと身をもって感じた｡見る､見られる関係が相互関係をなしていれば自己
にとって他者は意識しながらも無意識でふるまうことができる｡しかし､一旦この相互のベクト
ル関係のバランスが崩れたときに他者の存在は意識されるものとなり緊張が生まれてくる｡見る
側が他者を意識して緊張することは､その相手に恋心を抱いていることぐらいだと考えられる
(相互関係のバランスが崩れていると言えるかもしれない)が､見られる側は見る側の視線が強
くなると､そうした視線の他者を意識していくこととなり､その意識が緊張を生み出すきっかけ
となるのだと思った｡また､逆に自己紹介を成功させねばと他者に対する意識が生まれることに
よって､他者の視線､見られていると意識することで緊張が生まれるとも思った｡
ストップ&ゴーで ｢ストップ｣と ｢ゴー｣の行為を入れ替えるだけで私たちの体はうまく機能
しなかった｡行為と言語は私たちの中で一体化したものとなっているのかもしれないと思った｡
行為を意味づけ､理解するためにそれを言語で現し､その行為と言語を繰り返していくことで習
債化されていき､自己の中で固定化されていく｡その習慣化された行為と言語を切り離し､別の
組み合わせで行為と言語を結びつけてもうまく頭と体が接続しないことを体験した｡しかし､別
の組み合わせであっても繰り返しそれを実践していくことで結びついていき､固定されていくの
ではないだろうか｡
※ 他者が意織されるとき 一 日分が意識されるとき
｢そんなに熱い眼差しでボクを見ないで｣
※ 行為と言語を結びつけ繰り返すことで習慣化
その結びつけと繰り返しを可能にする力とはなんだろうか?
あるいは何か強制的な力が働くのか?
｢緊張と弛緩｣のワークについて
私はとてもあがり症である｡バイ トのとき､授業中､人と喋っている時､などなど様々な場面
でしょっちゅう強く緊張していると思う｡そこでその緊張(授業を自分なりに踏まえて言うなら
体の一部に力が入っている状態)が起こるときに共通していることを考えてみると､｢外からの圧
力Jであると気づいた｡
ひとりで部屋にいるときにはあまり緊張はしない｡むしろだるだるである｡寝っころがってテ
レビを眺めているときなど､芸能人がどんなにおもしろいことをやっていても､それは風景でし
かなく､自分の中で笑いを引き起こさないこともある｡笑いは緊張している状態が崩れて生まれ
るものだと聞いたことがあるが､逆に言えばある程度の緊張がなければ笑うことすらできないと
いうことだろうOとにかくひとりのときは休は弛緩の状態であることが多いo
強く緊張するとき｡バイ トでやることなすこと見られていて間違うと即注意がとんでくる研修
期とか､緊張(?)感のある授業で発言を求められるときとか､時間が短いテストの前とか､もっ
と早く喋れとせかされたり､この人私のこと嫌ってんじゃないかなと感じるときとか､決まって
他者の存在があるO他者とは本当の人だけでない0時間や､自分が読み取った人の感情などであ
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るoそれが自分にとっての圧力となって体がこわばってしまうo
上に上げた同じ状況の中にいても全く ｢緊張｣しない人もいるだろう｡私のひとりでいるとき
の状態と同じでそうゆう人は ｢外からの圧力｣を感じていないか､もしくはそれを楽しんでいる
人ではないだろうか｡
緊張･弛緩は､外からの力と､自分のその力に対処する能力のバランスで決定される状態である
と思う｡緊張状態から脱したいときは､まず緊張を与えている外部と緊張している自分をきりは
なして客観視することが有効なのではないか｡
※ ｢外部からの圧力とその力に対応する自分の能力のバランス｣
自分から外側に押していく力というのはあるのだろうか?
意識的にグッと前に一歩踏み出すとき､とか ちょっと抽象的かな
緊張と弛緩のワークから
3回にわたって ｢緊張と弛緩｣に関するワークを行ってきた｡ワークを通して思ったことは､
自分のからだというのは案外思い通りにならないものだということだ0
例えば､腕の力を抜くワーク｡私は床に仰向けになり､パー トナーが脱力した私の腕を揺らし
たり引っ張ったり倒したりして､いろいろいじってみる｡はじめは腕の力を抜くぐらい簡単だと
思った｡しかしやってみると意図せず ｢あれ? 動かしちゃった｡｣となってしまうのだ｡相手
が右､左､右､左と私の腕を振る｡すると､ある回で相手が右にしか振っていないのに､次に自
分で動きを予想して左に腕を振ってしまう｡また､指を1本持って上に引っ張られると､なんだ
かその方向に力を貸してしまったりするのだ｡｢自分で動かさない､力を入れない､ぐにゃぐに
ゃなイメージ､相手の思い通りに動く｣私はこのように考えながら腕の力を抜こうとした｡しか
し､今思うと､私は脱力していたのでなく､脱力の状態を演じていたのではないかo腕を相手に
動かされている間､違うことを考えて意識しないようにしていたけれど､どうしても相手の動き､
腕のほうに意識が集中していたと思う｡相手の思い通りに動こうとしたがゆえに､相手が動かそ
うとした方向に力を貸してしまった｡そもそも､完全に力が抜け切った状態というのは､自分の
意識があるときに経験できるのだろうか｡ある程度力を抜くことはできる｡しかし完全ともなる
と疑問だ｡意識と体の緊張は深く関わりがあると考えられる｡意識があるときは必ず､たとえ意
図しなくともどこか緊張してしまうものだと思う｡そして意識は､外部からの圧力 (見られるこ
と､触られること､音や言葉など)によって大きく左右される｡
このワークでは､脱力の状態を演じようとしたから､うまくいかなかったように思う｡しかし,
別の回で､一定時間全身の力を込めた後､一気に力を抜くというワークをやったときは､違ったo
このときは私自身､力が抜けたということを感じ､自然だった.これは全身で精一杯力を入れた
後は､自分の意織がどうあれ､力を抜くしかないからだろう｡
.織があるから自∠であるのに .織があるから､削こ自∠＼のからだが.､図せず 張ーしたりして
思い通りにならないO自分のからだは意外なものに縛られているのだなあと思った.
※ 演じられる身体 一 演じられる自己
フリー スクールからの参加者との関わりを､少し意識してみる
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緊張と弛緩について､3遇にわたってのワークを通してのレポー トです｡
まず､ほとんどのワークが､受講者が多いというせいもあって前半組 ･後半組､というように
分かれて行うことが私の緊張の一つの要因となっているだろうと思う｡やはり､周りで見ている
人がいるというのは､無視しきれないところがある｡
ストップ&ゴーのワークをやったときには､どんどん要求されるものが難しくなっていった｡
はじめはゴーとストップを逆にするだけだったのに､クラップ､ジャンプなども加わってきて､
次には､クラップとジャンプも逆にするという､頭がこんがらがってしまう事態になってきた｡
そして私がこのときに感じたことは､自分がやっているときと､見ているときとでは､頭のキレ
(冴え?)が全然違う､ということである｡
私は､他の人がやっているのを座って見ている時も､頭の中で自分がワークをしている像を思
い描いてシミュレーションをしていたのだが､そうすると以外とうまくいかないことが多くて､
｢なんでこの人こんなにうまくできるのかしら?｣と思ったりした｡しかし､自分がやってみる
となると､意外とできた｡ぼーっと見ているときのほうが弛緩状態であり､頭もそのときのほう
が落ち着いて判断できると思う｡しかし､人に見られている､失敗できない ! という時のほう
が休は緊張状態であるのに頭の回転は速かったように思うD
このことは､2人ペアになって背中合わせで立ち上がるというワークをやったときに起こった
こととも似ている｡私は､Nさんとこのワークをやったときに､何度やってもうまくいかず (先
生から再三助言をいただいても出来なかった)出来ない人代表のような形で皆の前でやることに
なった｡すると､今まで出来なかったことなのに不思議と出来てしまったのだ｡これも､緊張状
態でありながらそのことがうまく働いた例であると思う｡
勿論､緊張状態において頭が真っ白になってしまうこともある｡しかし､緊張と弛緩は無意識
下で起こっているのだと思った｡
※ 常ではない自分 一 新しい自分の可能性
失敗するという意識は誰に向かっているのか
[3回を振り返って]
･他者性の問題 (意識一無意識､内圧と外圧､見る一見られる､など)
･ことばと行為の問題 (ことばと行為の結びつき､演じる､など)
上記2点の問題についての言及が多くなされている｡また､｢背中あわせで2人同時に立つワ
ークで､男性に比べ女性がなぜうまくいかな場合が多いのか｣について考察したレポー トや､｢ワ
ークショップの場における力のバランス｣を ｢見る-見られる｣という関係から描き出したレポ
ー トなど､秀逸なレポー トが多く提出されているが､ここでは割愛さていただく｡
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■ 第5回の内容に関するレポー ト
【 ストップ&ゴー (日本語で､掛け声をかける人を交代して) 】
今回は､前回の話し合いの意見から､日本語で ｢STOP&GO｣をやった｡｢GO｣が ｢行
け｣､｢STOPJが ｢止まれ｣､り UMP｣が ｢飛べ｣､:｢CLAP｣が ｢叩け｣という説明が行
われ､その後､実際にやってみた｡また､いつもは小林先生が掛け声をかけていたが､今回は生
徒の何名かが順に掛け声をかけた｡日本語と英語の違いについては､｢飛べ｣や ｢叩け｣の方が､
違いを感じなかった｡たぶん私の中で､｢叩け｣と言われてから脳が ｢叩く｣ということを理解
する速さと ｢CLAP｣と言われてから脳が理解する早さが同じくらいなのだと思う｡｢行け｣
と ｢止まれ｣は､英語の方がばっと行動できたが､行動を反対に入れ替えたときには､英語の方
が間違いが多かった｡｢STOP｣と ｢GO｣の方が記号として､私の中では定着しているよう
だ｡また､｢STOP｣､｢GO｣の時は､その語が誰かから発せられた時､それを聞いた私は標
識を見ているような感覚で何とも思わなかったが､｢行け｣や ｢止まれ｣と言われたときは､と
ても上から命令されているという感覚が強かった｡生徒が掛け声をかけたが､声は聞き取りずら
かった｡小林先生の時は､向こうから言葉が入ってきたが､生徒のときは､自分から聞こうと集
中して聞いていた｡｢飛べ｣と ｢止まれ｣が聞き分けられなくてややこしかった｡あと､生徒が
掛け声のときの方が､ゲームっぼくなっていて､お互い､｢引っかけてやろう｣､｢引っかかるも
のか｣という気迫が感じられた｡
※ ｢言葉が入ってくる｣とは?
ス トップアンドゴーの日本語バージョン
いけ､止まれ､たたけ､とべの方が分かりやすかった｡それは､日本語の方が耳なじみがあり､
すぐにその意味がわかるからだと思う｡特に叩け､飛べはやりやすい｡なぜなら ｢ストップ｣と
｢ゴー｣は比べると｢クラップ｣､｢ジャンプ｣という言葉はあまり耳なじみがないからである｡(特
にクラップ)英語のときは ｢えーと､クラップは何だっけ｣､という間があるので行動するまで少
し遅い.一方､日本語の時はすぐにr飛ぶ｣､｢叩く｣ともに頭に行為のイメージが浮かびやすいo
だから日本語の方が反応が早くなった｡｢ス トップ｣･｢ゴー｣は日本語に変えてもあまり反応に
違いはなかったと思う｡
あと',声の違いによる反応の違いだが､それはあまり感じなかった｡私にとっては単語が聞こ
えればすべて一緒だった｡もしかしたら勢いや大きさで影響を無意識に受けているのかもしれな
いOそれは誰かに見て観察してもらう必要があるだろう｡ 自分ではわからない｡
今回は作戦を立ててやった｡前の時は4種の単語を意識して､頭の中で表を作ってやった｡そ
うしたらいっぱいいっぱいになり､間違いを修正する余裕がなくなり､いつも同じところで間違
った｡今回は言葉通りのところは意識せず体の反応するままにして 入ヾれ替えた単語だけに集中
してやった｡そうしたら余裕が生まれ､あまり間違えなかった｡2つぐらいなら馬鹿でも覚えて
いられるのだろう｡これは野口三千三が述べていた､｢非意識的自己の総体に任せる｣というこ
とにつながるのではないか｡今回のやり方で非常に楽だったのは確かである｡
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※ 周囲の人はそれをどう見たのだろうか?
ゴー ･ストップに関して
以前やった ｢ゴー ･ストップ｣に加えて､前回は ｢行け･止まれ｣という指示で身体がどうい
う動きをするかやってみた｡それに関して､考えたことを述べたい｡
｢行け･止まれ｣は､以前の ｢ゴー ･ストップ｣と同じ要領で行われた｡指示者が ｢行け｣或
いは ｢止まれ｣と言い､それに歩いている人はいちいち反応してその通りの動作 (或いは逆の動
作)をする｡やっていて思ったことは､英語でも日本語でも身体に起こる反応に大した差はない
と言うことだった｡どちらにしても､戸惑う部分は等しくあったように思う｡そのとまどいの原
因に関して､以前のレポー トで私は言語行為論との兼ね合いを考えたが､それについてもう少し
言葉を足しておきたい｡どうして意味を入れ替えた言葉を発せられるとそれに上手く反応できな
いのだろうか｡それは､｢ことば｣の ｢意味｣を入れ替えることによって､発せられた ｢ことば｣
に対して私たちが無意織ではいられなくなる､すなわち多分に ｢意識する｣状況が発生するから
だと思う｡普段私たちは ｢ことば｣と ｢意味｣をセットで扱うことによって､発せられた ｢こと
ば｣に対する ｢意味｣をいちいち考えるという動作を省略していると考えられる｡
しかし､｢ことば｣に対する ｢意味｣を強制的に (今回のワークのように)入れ替えてしまう
と､私たちは発せられた ｢ことば｣に対する ｢意味Jをいちいち考えなければならない状況が発
生してしまうことになる｡そうなることによって､｢ことば｣と ｢意味lの間にいくらかの断裂
が生じ､その部分を意識せざるを得ないことになるDその意織が私たちの身体をぎこちなくさせ
王立上皇のではないかと思う｡
このように､｢ことば｣と ｢意味｣の間に生まれる断裂は､｢緊張｣という言葉に言い換えても
良いだろう｡普段意放されない ｢ことばlと ｢意味lの間に生まれる断裂- すなわち ｢緊張1
- によって､私たちの身体はぎこちない動作をしてしまったのではないだろうか｡また､言語
行為論で言われる ｢言葉は繰り返し使われると意味が強化されていく｣という立場は､先に述べ
た､我々は ｢ことば｣と ｢意味Jをセットで扱い､｢ことば｣に対する ｢意味｣をいちいち考え
ない､という点と呼応していると思う｡常にセットで用いられる ｢ことば｣と ｢意味｣は､今回
のワークのような状況でない限り､容易には変化していかないと思う｡
※ この ｢緊張Jに気づくことにはどのような利点があるか?
ストップ&ゴー日本語版
｢ストップ｣を ｢止まれ｣､｢ゴー｣を ｢行け｣､｢クラップ｣を ｢叩け｣､｢ジャンプ｣を ｢跳べ｣
というようにそれぞれ日本籍に言い換えて､その掛け声の通りに動作をした｡次に ｢止まれ｣-
歩く､r行け｣-止まる､｢叩け｣-跳ぶ､｢跳べ｣-叩く､と掛け声と動作を入れ替えて行った｡
日本語の場合も英語で言われたときと同じように､強く ｢止まれ｣､｢行け｣と言われるとひっか
かりやすかった｡｢叩け｣､｢跳べ｣の入れ替えは英語のときよりひっかかりやすかった気がした｡
｢ジャンプ｣より ｢跳べ｣という言葉の方が私たちの生活の中であまり使われていない (あまり
耳にしない)ために体が反応するまでに時間がかかったのかもしれない｡
掛け声をかける人が先生だけでなく､学生もやった｡私が掛け声をやったときは｢行け｣を｢進
め｣と言い間違いを2回もした｡私は掛け声をかけることは普段の生活においてすることはない
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と言っていい｡そのため､掛け声というと ｢行進｣という固定したイメージがあり､｢前-進めl
などの言葉が思い浮かび､掛け声-行進-行け-進め と無意識のうちにイメージしてしまった
ために r行け｣を ｢進め｣と言い間違えてしまったのではないかと思うO実際､間違いを指摘さ
れても何のことを指摘されているのかしばらくわからなかった｡
※ ｢イメージ｣と ｢ことば｣､｢行為｣の関係について考えてみる
【 声の色､声のカタチ 】
声合わせ
まず単純に楽しかった｡日常生活であまり大きな声を出すことはないので気持ちがよかった｡
ただこの教室の前を通る人は何だ､気持ち悪っ ! と思うだろうなと思った｡
声をあわせるのは難しかった｡高さ､大きさもぴったり一致させなければならない｡女の人と
やるときは特に難しかった｡声の トー ンが違うのかよくわからないが､どうあわせていいのか､
分からない｡どう違 うのか､もわからなかった｡だから泥沼状態になることがあった｡合わせる
べき相手の声もよくわからない｡自分の声をどう調節したらいいかも分からないCだから頭
が?? の状態のまま終わることが多々あった｡それは女性とやった時の方が多かったと思う.
H君とやった2回目はあった気がした｡先生に声を大きく! と言われていたので､大きくし
た｡そうすると声がぶつかる感じ? ぐわっと倍に広がる感じがあったかな･.-･と思う｡
合わせるコツとしては､声をお互い大きく出して､それからあわせていくのがいいと思う｡最
初から合わせようとしていると､相手の出方を伺う感じになり､縮こまってしまい声も小さくな
り､結局合わない｡ほかにも呼吸を合わせたり､目を見るようにするなど声以外のところで工夫
してみた｡その結果少しは合いやすくなったと思う｡M君と裏声でやってみよう! ということ
になりやってみたがあまり意味なかった｡でも2人とも笑顔だったのが気持ち悪くておもしろか
った｡
※ ｢声がぐわっと倍に広がる感じ｣をもう少し丁寧に記述してほしい
声のワーク
下で聞いていたとき
向かい合って立った2人の人間の間にしゃがみ､眼を閉じ､頭の上で､合図と共に発せられる
2人の声のぶつかる点に耳を傾けていた｡入れ替わり立ち替わり違う人同士の声のぶつかるのを
聞いていたが､どれ1つとして同じように流れる声はなかった｡例えば或る2人は､最初は同じ
くらいの流れなのだが､徐々に片方が弱まっていき片方が押していくという状況が見られた｡
残念ながら一度もぴったり2人の声が頭上でぶつかり合うことはなかったO西洋的な音楽観に
育ってきたということもあるかも知れないが､微妙な音の違いなどが気になったりして､そうし
た点でもぴったり感じることはなかった｡下で聞いていて､特に声の密度を強く感じた｡ある人
はスポンジのようにすかすかな流れで､ある人はジュラルミンの如く鋭い流れだった｡こうした
2つの流れがぶつかると､スポンジのすかすかな隙間を縫うようにして､鋭いジュラルミンが圧
倒していくように感じられた｡
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声を出していたとき
向かい合って立ち､互いに両の手の平を胸の前に出し､触れるか触れないかぎりぎりのところ
でキープしてそこの間を目掛けて声を投げた｡兎に角その両手同士のわずかな隙間で上手くぶつ
かり合うように微妙に声を調節しつつやってみた｡
声が括抗しているときは､多分どこかでぶつかり合っているのだろう､ということだけは分か
った｡しかし両手の間にすっきり収まる形でぶつかり合っていたかまでは認識できなかった｡逆
に､こちらの声が圧倒しているときは､明らかに相手の方に声が進出していっているのが分かっ
宜 し
※ 声の硬さ､方向､声から連想されるイメージがことばになっていておもしろいです
声の共鳴
2人が透明の壁があるように見立てて､手のひらを合わせるようにしてその壁に声をぶつけて
2人の声を合わせるようにし､1人がその下に座りその声を聞くということをしたO声を合わせ
るということがどうしたら合うのか､どうなったら合っているのかがわからず難しかった｡女の
子とやるときは声の高低を合わせるのがより難しかった｡こんなに腹から声を出したのは久々で､
やっていくうちにどんどん声が出るようになった｡普段の生活においていかに声を出していない
かがよくわかった｡
※ 自分の声はどこに向かって､どこまでとどいているだろうか?
{ 第6回の内容に関するレポー ト
【課題】 一 行われたこと (行為)を詳細に記述する
どう感じたか (HOW)､なぜそうなったのか (WHY)ではなく､何をしたの
か (WHAT)を書くことと､他者との比較
同じ体験をしたもの同士が､｢自分が何をしたのか｣という認識を記述し比較し
合うことで､｢静織する｣という行為について考えてみる
【 ジャンケン肩もみ 】
マッサージ
まず円になって1､2と番号を言っていきふたっのグループに分かれることから始まり､フォ
ークダンスのような内側と外側の円に分かれてペアを作りました｡その後お互いに礼をした後じ
ゃんけんをします｡そして､負けた方は勝ったの肩をマッサージしました｡そのとき､勝った人
の方がくるりと反対側を向いて中腰になり､その上から負けた側の人がマッサージを始めて10
回やった時点でもう1度じゃんけんに戻り､その流れを繰り返します｡先生の合図があると､お
互いに礼を言って内側の人が移動してまた別のペアを組んで同じ事をやりました｡マッサージは
肩たたきだけではなくて､指や手のひらや腕などをマッサージする回もありました｡
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2人ペアで｡
･じゃんけんで負けたほうのひとが､勝ったほうのひとにたいして奉仕(?)する
･肩をマッサージ
･腕の老廃物がたまりやすいというところを親指で押しながら探していきツボをみつける
･手のひらをマッサージ
･頭や肩を､美容師さんがマッサージしてくれるのと同じように叩いたり挟んだりする
･お互いに座って､背骨と背骨をぴったっとくっつけるような感じで背中をくっつけて
･背中で文字を書いて､何を書いたのかあてる
･背中で伝えたいことを表現して相手にあててもらう
(好きなプロ野球選手､今日の夕食に食べたいもの､今日の気分､天気)
･相手にもたれかかって脱力する
･手を壁まで押しやるくらいの勢いでぐっと押す
･2人で掛け声などの合図なし立ち上がる
やったこと｡まず2人ペアになり､じゃんけん肩もみを行った｡肩もみの代わりに､手のっぽ
おし､腕のつぼおし､頭 ･肩のマッサージをそれぞれペアを替えて行う｡強めに押し､相手の反
応によって強さを変えろと先生から注意点が出る｡
次に背中あわせ｡背中をくっつけ震わせてみたり､強く押しあったり､お互いにもたれかかっ
たりしたOまた､背中のイメージだけで相手に伝えるワークO言葉 ･気持ち､プロ野球選手 ･今
日の夕食､明日の天気を背中の動きだけで伝える｡つづいて背中合わせでたちあがりに挑戦｡少
しずれたが一発で立ち上がることができる.全グループが一発で立てた.
一通り前回の授業についてのまとめが行われ､机､椅子が片付けられる｡指示されたわけでは
ないが､自然と皆円形に並ぶ｡そこで､指示されたように､1,2,1,2と順に番号を言って
いく｡自分は rl｣と言った｡そして1の人が一歩前に出るように促される｡1歩前に出る｡そ
して回れ右をし､直ぐ近くの2の人とペアになる｡｢お願いします｣と挨拶をし､じゃんけんを
する｡最初はグーはなしだった｡自分が勝ち､肩を挟んでもらう｡10回程操まれた後､再びじ
ゃんけんをする｡再び自分が勝った｡今度は力一杯やって徐々に力を抜いていこう､という指示
が出る｡かなりの力で肩を挟まれる｡自分は ｢痛い痛い !｣と連発し､弱くしてもらった｡三度
じゃんけんをする｡今度は負けた｡相手の肩を力一杯操んで､痛いと言われたので少し弱めた｡
礼をして､左にずれて､次のペアを組む｡同じくじゃんけんをして肩もみ｡今回は最初はグーあ
り｡初回は自分が勝ち､同様に痛いくらいに挟まれ､徐々に気持ち良い強さになった｡2回目も
自分が勝ち今度は背骨に沿ってマッサージされた｡3回目は相手が勝ち､思いっきり操んだっも
りだったが､痛がっていなかった｡途中､ペアにあぶれた人が介入してきて､｢何で最初はグー
なのかね｣と言っていた｡礼をして､左にずれて､次のペアを組む｡今度はじゃんけんをして腕
を挟むO初回は負けて､相手の腕を挟んで､痛い所を探していたが一向に痛がらない｡2､3回
繰り返したが痛点は見つからなかった｡2回目は自分が勝って､腕を挟まれた｡先ほどのペアに
あぶれた人が再びやって来て､両手とも痛点探しをされた｡結果､痛いところが見つかり､ぐい
ぐい押された｡礼をして､左にずれて､次のペアを組む｡今度はじゃんけんをして手の平を操む｡
初回は負けて､相手の手を持って､掌をぐいぐい押した｡が､一向に痛がらなかった.2回目は
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自分が勝って､手の平を操まれた｡親指の付け根あたりに､痛い所が発見され､ぐいぐい押され
て､痛かった｡その後自分でも押してみたが､やっぱり痛かった｡礼をして､左にずれて､次の
ペアを組む｡今度はじゃんけんをして頭を挟む｡初回は勝って､頭を挟まれた｡頭皮をばたばた
叩いたり､首や肩の辺りを叩かれた｡2回目は負けて､頭を挟んだ｡こめかみ辺りを持って上に
持ち上げようとすると､体ごと持ち上げてきた03回目も負けて頭を挟んだ｡礼をして､左にず
れて､次のペアを組む｡背中合わせで座り､そのまま体を揺すった｡そうしてお互いに脱力して
相手の方に倒れるのを何回かした｡その後､背中で文字やイメージを伝えるのをした｡今の気分
の所だけ辛うじて当たった｡最後に､背中合わせで立ち上がった｡立ち上がった後大分よろけた
が､何とか立ち上がれた｡
背中で気持ちを伝える
ペアになって背中を合わせて座り､文字や今日の気分､夕飯に食べたいもの､好きな野球選手
など､背中を通したアクションだけで相手に伝えるというワークをした｡背中で気持ちを伝える
なんて初めてのことだし､背中でできる動きも限られている｡文字はまだなんとなく雰囲気が分
かったけれど､気分などはほとんど ｢えっ? なんなんだこの動きは｡｣という感じだ｡ただ､
答えを聞くと､｢なるほどね｡ああ､そうかもしれない｡｣となんとなく納得することもあった｡
そして､背中を合わせて体を揺らす､押し合いなどをし､最後にまた､背中を合わせて立ち上が
るということをやった｡以前はとても苦労したのに､今回は驚くほど簡単に立てた｡これをやる
とき､女の子で立てない人が多いということだが､その理由として ｢女の子は他人に体重をあず
けられない｡｣というⅠさんの考えに納得である｡確かに私個人としても､体重というのはとて
も気にしていることで､まして､よく知らない人や異性に対して体重をかけることは無意織に抵
抗してしまう｡背中で気持ちを伝えるのはなかなか難しく､ペアの人とのコミュニケーションは
失敗かのように思えたけれど､一発で立ち上がれた結果をみると､ワークを通して体重をかける
抵抗感をなくすことができ､その意味でコミュニケーション成立だったのかもしれない｡
輪になって相手の身体に触る
まず全員で輪になり､1,2の番号をふる｡その後 1番の人は一歩前に出て､2重の輪を作る｡
肩もみ､腕もみ､手もみ､頭マッサージ (美容師のごとく)､背中で押し合い､背中で文字を書
いて伝える､背中でメッセージを伝える｡その後背あわせで立ち上がるワーク｡以上を2人対に
なって行った｡回ごとに内側の人が左-左-とずれていって､違う組み合わせを体験する｡肩も
み､腕もみ､手もみ､頭マッサージはじゃんけんをして､負けた人が勝った人にした｡
〈肩もみ〉1回目､0さんと｡2回目､彩星の人と｡親指で首筋から背にかけて指圧をした｡1
番最初に0さんとじゃんけんをした時は､最初はグーでやったが､なぜかうまくいかず､3回目
くらいでようやくじゃんけんができた｡1回目負け､2回目負け､3回目勝ち､4回目負けくら
いの結果だったような気がする｡次の彩星の人とは､1回目負け､2回目勝ち､3回目負け､4
回目勝ちだったと思う｡
く腕もみ〉Ⅰさんと｡じゃんけんで勝たなかった気がする｡手首からひじにかけての腕の内側を､
両の親指で下から上-､上から下-圧迫していった｡2､3回くらいした｡
く手もみ〉女性と｡相手の片手の親指と人差し指 ･薬指と小指の間に自分の小指を挟んで､人差
し指 ･中指 ･薬指で相手の甲を支える｡親指で手のひらを圧迫する｡ 1回目負け､2回目勝ち､
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3回目負けだったと思う｡
く頭マッサージ〉Tさんと｡じゃんけんで勝たなかった｡指先をぽんぽんとたたくようにして使
って頭をマッサージした｡また､合わせた両手でぽんぽんとたたいたり､チョップのような形で
たたいたりもしてみた｡それから肩もみ (指圧)､肩たたき (チョップの形で)､肩を手のひら全
体で押した｡2､3回やったきがする｡
く背文字 ･背中メッセージ･背中で押し合い ･背あわせで立ち上がる〉
Wさんと｡背骨を下から上まで合わせるようなっもりで背中を合わせた｡その後軽く背中をぐ
にゃぐにゃとしてお互いにゆすりあった｡背中でまず私が文字を書いた｡｢うし｣という2文字
を､背中の上の方､ちょうど猫背にしたときに飛び出る部位をペン先と思って中心にして何度か
書いた｡Wさんはわからなかった｡次にWさんが文字を書いたが､私には全くわからなかった｡
｢さつまいも｣の ｢さつまい｣まで書きかけていたらしい｡次に､背中で今日の夕飯に食べたい
ものを私がWさ一んに背中で伝えようとしたO内容は､｢ホットケーキ｣で､フライパンに丸くた
らす場面を背中をゆっくりまわして表現し､熱が通りぷつぷつと表面に穴があいてくる様子を､
肩甲骨を突き出すような感じで一回やってみた｡結果､Wさんには通じなかった｡Wさんがなん
と答えたかは覚えていない｡次にWさんが､明日の天気希望をやった｡最初の動きは覚えていな
いが､背中がリズミカルに上下に動き､段々強さが増していって､徐々に弱くなっていった｡私
は ｢午前10時くらいまで曇りで､その後雨が降ってきて､傘が無くて云々｣と答えた｡その次
に､私が今日の気分をやった｡その日の気分が ｢ホットケーキ｣だったので､前回と同じような
動きをした｡Wさんの答えは ｢甘えたい気分｣ということだった｡もう1つか2つくらいやった
ような気がするが､覚えていない｡背中で押し合いをした｡まず3秒間思い切り相手を押してみ
る｡足をできるだけ自分の側にひきつけて､力が込められるようにしたのに､スニーカーがすべ
るせいか､Wさんとの力関係のせいか､押されて結構動いてしまった｡次に1秒のみ押し合いを
した｡さきほどよりは押されなかったが､相変わらず力がかなわなかった｡次に､相手を壁まで
押せと言われてしばらくの間押し合いをした｡1メー トルかそこらくらい動かされた気がするが､
時々Wさんの側に押すこともできたと思う｡次にもう一度最初のように背骨を下から合わせるよ
うにして背中をぴったりくっつけてみた｡最後に､背あわせで立ちあがった｡Wさんに力をかけ
にくく､少し手間取ったが､大して苦労もなく立ち上がれた｡
まず体をほぐすために2人1組のワーク｡じゃんけんをして負けた方が相手に肩挟み､腕挟み､
マッサージをするルール｡最初にYさん次にNさんと肩挟みしあう｡次にKさんUさんと腕をほ
ぐしあう｡Kさん弱点ナシ｡Uさんの左腕に弱点アリ｡自分の右腕にも弱点アリ｡次に0さんに
頭をマッサージしてもらう｡肩挟んでもらう｡相当気持ちいいけどそこで時間終了｡お返しでき
ず｡今度はKさんと背中合わせワーク｡背中の動きだけで文字､感情､物事を伝える｡｢うみ｣
を ｢ぺ｣って言ったり､最初は全然ダメだったけど ｢イチロー｣(野球選手)｢-ばってる｣(気
分)｢雨｣(天気)を当てたり次第に合う｡最後に押し合ってから背合わせで立ち上がる｡成功｡
【 声の色､声のカタチ (集団バージョン) 】
やはりふたつのグループになり､ひとつが円を作り､その中心にもう1つのグループが固まっ
て入ります｡その後､先生の指示に従った条件で外側のグループが ｢あー｣と声を出してみまし
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た｡条件は ｢固い｣とか ｢母親｣､｢ナウシカのオーム｣､｢そっと触れるような｣といったイメー
ジを伴った声を出すということでした｡別に ｢あ｣でなければならない条件は無かったと思いま
すが､皆 ｢うー ｣とか ｢ぎゃ-｣とかでなく ｢あー｣と音声の声を出していました｡その間､真
申の人は目をつむり､下を向くようにして外側から出される声を聞いていました｡声を出す人､
聞く人の分けかたを男女でわけたり混合でやってみたりと､イメージ以外の条件も設定されつつ
色々なバージョンでやりました｡
声の色､カタチ
･教室の真ん中あたりに円になって座っている人と､それを取り囲むように立っている人とに分
ける｡
･座っている人の円の中心には先生が立っている｡
･そしていろいろな ｢ア-｣という声を周りで立っている人が出して､座っている人はそれの違
い(色 ･カタチ)を聞く｡
･いろいろな ｢ア-｣ー黄色､赤､青 戦争､怒り､お母さん､ナウシカ､暖かい､先生のとこ
ろで止まるように､先生を抜けて向こう側の人のところで止まるように､自分の3cm先でと
まるように､後ろをむいて壁に向かって､後ろを向いて円の中央の先生に向かって
つづいて声のワーク｡半分が真申で丸くなって座り､その中心に先生が立つO残り半分がとり
かこんで大きく広がり､いわれた指示にそった声を出す｡黄色､赤､青の声､先生に届くこえ､
突き抜けて向こうの人まで届く声｡部屋の中心とは逆に向かう声｡天井まで上がるこえ｡先生を
押しつぶすこえ｡民主党のイメージ､ナウシカのオウムが金色の糸を出しナウシカを持ち上げる
イメージ (風の谷のナカシマ)｡ナイフ､憎しみ､母親のイメージなどをグループを変えやって
みる｡男性のみで声を出し､その後数人女性を入れて行うこともやる｡違いの確認｡どこが違い
があったかを言い合う｡そして終了｡
声のワーク｡ペアになっていた､輪の内側の人が集まって､外を向いて座り､目を閉じて外側
だった人たちが発する声を聞いた｡輪の中心には先生が立っていた｡先生が次々という､声のイ
メージに従って､周りの人が声を発していた｡自分はひたすら､その声たちに耳を傾けて､その
変化を探ろうとしていた｡声のイメージの例としては､｢中心の人を突き抜けるように｣､｢内側
で座っている人の所に落ちこむように｣､｢中心に向かって上昇するように｣などという具体的な
ものから､｢黄色｣､｢赤｣､｢青｣､｢戦争｣､｢母｣といった抽象的なものまであった｡また､途中
で声を出す人の向きを変えて､輪の中心に体は向けずに声だけを届かせる､ということもやった｡
輪の内と外を何度か入れ替えたが､自分は1度輪の中心に立つことになった｡眼を閉じて､ある
一方向だけを向いて､次々と発せられる声を聞いていた｡声はいちいち自分の方に向けられて発
せられていたorナウシカ｣という指示の時には､イメージだけはもって､臨んだっもりだったO
入れ替わって､声を出す方に回った｡先生が指示する言葉をイメージしつつ､声に変化を持たせ
た｡｢中心を突き抜ける｣という時には､腹からどーんと出し､若干高めの音にしてみた｡逆に
｢自分の前3センチで止まるように｣という時には､ほとんど声を張らず､低めの音を出してみ
た｡｢戦争｣､｢母｣などの抽象的なイメージの時には､自分と他の人それぞれで出ている声が違
っていた｡
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いろいろな声を出す
輪になって､中心にいる先生に向かっていろいろな声を出していった｡｢先生までぴたっと届
くように｣､｢先生を通り越す/突き抜けるように｣､｢自分の3センチ前でとまるように｣､｢後ろ
を向いて中心に届くようにJ､｢黄色い声｣､｢赤い声｣､｢青い声｣､｢上にあがるイメージ｣､｢下に
落ちるイメージ｣､｢戦争のイメージ｣､｢母親のイメージ｣､｢ナウシカのイメージ｣などである｡
それぞれ自分なりに声が向かう方向や距離感､強弱､トー ン､イメージを考えて声を出してい
ったのだが､こんなにもいろんな声の出し方があったのかと改めて思った｡｢母親のイメージ｣
の声を聞いているとき､優しいやわらかい声を出すのかと思ったら､なかには意外とどぎつい声
を出す人がいて､｢この人の母親はジャイアンの母のような人なのかな｡｣と思えておもしろかっ
た｡
声のワーク (輪になって中央に向かって声を出す｡)
先ほどのワークで内側だった人が円の中央に､外側を向いて座った｡外側にいた人が､それを
囲み､声を出すワークを始めた｡時々小林先生が聞く人間の輪の中央に立った｡まず小林先生に
ぴったり照準を合わせて声を出す｡次に小林先生を突き抜けて対称の位置にいる人に声を届ける､
それから､抽象的なイメージを提示され､そのイメージで声を出すように指示があり､それぞれ
発声をしていた｡発声は全員 ｢あー｣という音だった｡私の聞く限りでは､｢い-｣とか ｢うー ｣
とか ｢あっ｣とかいう音はなかった｡人によって音階や強さは別々だった｡次に聞く人と発声す
る人を交代した｡小林先生ぴったりに発声､自分から3センチに届くくらいでの発声､円の外側
を向いて小林先生に向けて発声､外に向かって放射状に発声､それから抽象イメージでの発声を
した｡先行グループと同じく ｢あー｣であった｡次に､男女別で行った｡先に男性が発声した｡
抽象イメージのものが多く､戦争､母親､海､憎しみ､何らかの強い感情､などがあった｡次に
女性が発声した｡女性だけで声を出した時は､全員同じ音階だった｡抽象イメージでは､やさし
さ､黄色､青､赤､などがあったように思う｡次に男性を4人ほど混ぜて行った｡N君が中央に
入り､ナウシカが生き返るシーンのイメージで発声した｡
(からだを)ほぐした所で声出し｡中心の人､その人を座って囲んで聞く人､声出す人の3グ
ループに分かれる｡私はまず声出すグループ (男女混合)になって黄､赤､青､つぶす､突き抜
ける､丁度とどく､持ち上げる､母親など抽象的なイメージを ｢あ～｣という声だけで中心の人
に向かって発声した｡次に男性だけ内側に座って外の女性側が同様に声を出しているのを聞く｡
最後に私はもう1回外側に回って (男女混合)声を出すグループになった｡自分の裏側に声を出
す､民主党､などさらに難しいお題が出た｡そこで演習終了｡
※ さて､私たちが経験したワークショップの記述として､自分に1番ぴったりくる記述は誰の
記述ですか?
※ 私たちが経験したこととそれを記述したもののギャップはどのくらいありますか?
※ 私たちが自分の経験について記述を試みようとするとき､何に気をつけて記述を行なわなけ
ればならないでしょうか? 例えば､｢考える｣｢聞く｣といった言葉は､したことのうちに
入らないのだろうか? ｢笑う｣｢怒る｣｢イライラする｣などはどうだろうか? ｢～につ
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いて笑いあった｣､｢～の指摘について皆おもわず笑った｣は?
※ 不随意の運動については? 例えば ｢呼吸をした｣という記述はこの場合あまり意味をなさ
ないが､｢呼吸が早くなった｣という記述には意味があるのではないだろうか?
※ お互いの記述を参考にしながら､｢共同で行なった行為を記述する｣ことにはどのような効
能があり､どのような注意が必要ですか?
※ 記述されたことは､私たちがやったことですか? 私たちは何をしたのですか?
その場に働いていた権力構造は?
■ 03年度に関しては活動を継続中｡
J 中間総括と今後の言果題
感情が大きく揺さぶられること｡そしてそのことが記憶に刻印されること｡そしてそこから思
考がスター トすること｡演劇ワークショップに効能があるとすれば､そのような手順を ｢体験｣
の側からスタートさせられる､ということだろうか｡分かったら何かが出来ると思っている人は
意外と多いが､当然､分かっていても出来ないことはあるし､なにがなんだか分からないうちに
出来ちゃった､ということもまた非常によくある｡ワークを行っているとよく思うことは､｢こ
れにはどんな意味があるのか｣を聞きたがる人が非常に多いということだ｡そういう場合はこち
らの意図を説明して､納得がいけばやる場合もある｡が､分からなければやらないというスタイ
ルは一貫している.r学校｣という制度の問題なのだろうか､｢はじめに理解ありき｣という順番
はかなり強固に存在していて､｢知識｣- ｢体験｣の順番はなかなかズレることはない｡
しかし､よく考えてみれば社会自体はよく分からないことでみちみちている｡人の心しかり､
人間関係しかり､政治経済活動しかり､自然現象しかり､否応なくその中に飲み込まれてしまっ
たときに､｢分かってからでないと何も出来ない｣という状態は､いろいろな意味でかなり危険
な状態ではないかと思う｡｢分かってからでないと何も出来ない｣とは､ある局面に際し､その
ものを判断し行為を起こすまでにタイムラグがある､ということを意味している｡私にとっての
不測の事態を目の当りにしたとき､このタイムラグは命取りとなる可能性が非常に高い｡とりあ
えずこのタイムラグを埋めようとして､｢いったん無かったことにする｣｢とりあえず隠蔽する｣
といった心理がここに働いたとするならば､昨今あるさまざまな社会事件との関連も推測したく
なる｡
野口体換の提唱者､野口三千三は､今という時代は､人はつねにすべてのことに意識的に判断
を下さなければならないような､生きものとして異常な生き方を強いられている時代である､と
いうことを指摘したうえで､｢できるだけ広い範囲のことについて､なるべく反射的に行動する
ことができ､反射的に行動することができないことは､ほんのわずかなことだけで､そのわずか
なことについてだけ､意識的に判断をする､それもやがて反射的に行動できるようになり､意識
的判断という働きは､次の事柄のために､いつも休んで待機している､といった在り方がよいと
思っている｡｣(『原初生命体としての身体』同時代ライブラリー )と述べている｡何事に対して
も常に｢分かってから｣となると､この｢意織的判断が下せるように､意織はいつも休んでいる｡｣
という状態を作り出すことは非常に難しい｡意識的であればあるほど､より判断までの時間は長
くなる｡結果､致命的な遅れがそこに出来る｡｢とりあえずやってしまって｣､でも出来たことは
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知的理解とともに無意識の領域へ｡そういった､｢体験｣から ｢知識｣-という回路が､今まま
での教育の現場からは圧倒的に抜け落ちているということは､今さらここで指摘するまでもない
だろう｡
｢体験｣- ｢知識｣という手順を積極的に引き受けるような場所Oその点で演劇ワークショッ
プという場所は､かなり有効であるように思われる｡しかし､この間､大学で見えてきたものは､
いわゆる導入部分の難しさと､お互いに関係をつめていく作業の難しさだ｡｢感情を揺さぶる｣
ことの難しさといってもいい｡｢体験｣- ｢知識｣の手順を受け入れることに対する学生側の抵
抗感は異常なほど強く､その強固さはこの3年間で嫌というほど思い知らされた｡大学生は､自
分の感情を危険にさらし､自分を賭してまでこの ｢体験｣- ｢知識｣の手順の意義を認めるとい
うことはまずない｡その必要性などまったくないといわんばかりに､ワークの表層と戯れ､ワー
クを消費していくだけだった｡
しかしそのような状況の中でも､今年度から意識的に導入してみた ｢行為を記述する｣という
活動が､意外に突破口になるのかもしれない､と最近では思うようになってきた｡そう思えるほ
どに学生たちのレポー トが､ここにきてたい-ん興味深い展開を示しはじめてる｡今までは ｢と
にかくやってみてJとしかいえなかったワーク-の導入が､行為したことを記述し､あるいは観
察したことを記述する､という作業を意識的に増やしたことで､コアにワークに参加してくる学
生が意外に多くなってきたように思われる｡結果､そのことで知的好奇心を刺激された学生たち
の感情が､ここにきて大きく揺れはじめてきているようにも思われるのである｡
体験を通して知的な活動の訓練を行う｡そのことの可能性をもっともっと柔軟に模索していかな
ければと､最近では痛感している｡そのあたりは､今後の課題でもあるだろう｡
(こぼやし ひさお ･特定非営利活動法人 彩星学舎 理事/プレイングマネージャー,
千葉大学文学部非常勤講師)
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